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北大阪商工会議所

北大阪商工会議所公式LINEアカウントで
経営に役立つ情報、府市からの支援策など
を随時発信！

今月の表紙：マココロ株式会社

北大阪商工会議所北大阪商工会議所　公式アプリ開設
公式LINEアカウント開設

LINE

右のQRコードを読み取って
ぜひご登録ください

Androidの方はこちら

iPhoneの方はこちら

What's Entrepreneurship Vol.2

起業家の神髄
前編

特　集
北大阪商工会議所公式アプリをスマホに
入れていただくと、補助金等施策情報を
始め、確定申告、源泉徴収、労働保険年度
更新の各時期など経営に必要な情報をリアル
タイムで通知、情報に直接アクセスでき、
経営の羅針盤としてご活用いただけます！
今すぐダウンロードを！





Nijiriguchiの躙り口

今回のNijiriguchiの主人公は、
大阪・寝屋川市などで「四國うど
ん」や「かつ辰」を展開するマ
ココロ株式会社。去る９月30日。
マココロはこれまで別々に運営し
ていた２つを融合させたハイブ
リッド店として「とんかつ・うど
ん かつ辰 石津寝屋川店」をオー
プンした。ここにはトンカツ店と
しては全国でも珍しいドライブス
ルーを導入。また、非接触の注文
システムの導入などDX（＝デジタ
ルトランスフォーメーション）を徹底
し、ウィズコロナの時代にあって
も経営が成り立つ飲食店の実現に
向け、挑戦を続けている。その最
前線で奮闘するマネージャーの有
馬健志氏と店長の溝尻裕子氏に話
を聞いた。

（詳しくは11頁）

令和４年12月１日　毎月１日発行　通巻620号
北大阪商工会議所　［枚方市・寝屋川市・交野市］
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れ
る
場
合
も
あ
り
う
る
か
ら
だ
。
悪
い
方
向
へ
進

む
の
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
そ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
や
舞

台
の
背
景
、
歴
史
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
社

会
構
造
ま
で
、
あ
る
程
度
把
握
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
。
タ
ダ
で
さ
え
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
＝
革
新
と

は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
仕
組
み
を
導
入
す
る
こ

と
で
あ
り
、
社
会
実
験
に
過
ぎ
な
い
の
だ
か
ら
、

や
っ
て
み
な
く
て
は
誰
に
も
そ
の
結
果
を
見
通
す

こ
と
は
で
き
な
い
。
少
し
で
も
成
功
率
を
上
げ
る

た
め
に
、
そ
れ
な
り
の
予
備
知
識
や
思
考
力
が
求

め
ら
れ
る
。

今
で
は
当
た
り
前
に
な
っ
た
S
N
S
も
マ
ー

ク
・
ザ
ッ
カ
ー
バ
ー
グ
が
大
学
生
の
時
に
学
生
の

ニ
ー
ズ
を
く
み
取
り
、
学
生
と
学
生
を
繋
ぐ
今

ま
で
に
な
い
実
験
的
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
開
発
し

た
Facebookは
今
や
世
界
中
の
24
億
人
の
ユ
ー

ザ
ー
を
抱
え
る
巨
大
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
な
っ

た
。
今
は
メ
タ
バ
ー
ス
分
野
を
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
信

じ
て
突
き
進
ん
で
い
る
。「
最
大
の
リ
ス
ク
は
リ

ス
ク
を
取
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。」
と
い
う
彼

の
言
葉
は
、
ま
さ
に
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
体
現
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
が
進
ん

で
い
る
E
U
の
T
he 

Entrepreneurship 

C
om
petence 

Fram
e 

W
orkに
よ
る
と
、
ア

ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
に
は
、
次

の
９
つ
の
ス
キ
ル
や
精
神
を
備
え
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

①
「
リ
ス
ク
に
対
す
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
さ
」

②
「
未
来
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
」

③
「
解
決
し
た
い
社
会
課
題
が
あ
る
」

④
「
ア
イ
デ
ア
に
対
す
る
自
信
」

⑤
「
優
れ
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
」

⑥
「‌�

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
創
造
性
」

⑦
「
人
脈
・
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
力
」

⑧
「
学
び
続
け
る
意
欲
」

⑨
「
力
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」

商
工
会
議
所
に
も
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
資
質
向

上
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
。
そ
れ
が
先
述
の
Y
E
G

（
Young 

Entrepreneur 

G
roup）・
商
工
会

議
所
青
年
部
だ
。
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

実
践
を
通
し
て
学
べ
る
だ
け
で
な
く
、
活
動
を
通

じ
て
経
営
者
た
ち
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
が
で
き
る
。

Y
E
G
の
目
的
は
、
次
代
の
地
域
経
済
を
担
う
青

年
経
済
人
の
相
互
研
鑽
の
場
と
し
て
、
ま
た
資
質

向
上
と
会
員
相
互
の
交
流
を
通
じ
て
、
自
企
業
の

発
展
と
豊
か
な
地
域
経
済
社
会
を
築
く
こ
と
。
令

和
２
年
４
月
現
在
、
全
国
4
7
0
カ
所
の
商
工
会

議
所
に
設
置
さ
れ
、
日
本
Y
E
G
加
入
青
年
部
は

4
1
5
カ
所
を
数
え
る
。
そ
の
中
で
も
北
大
阪
商

工
会
議
所
の
青
年
部
は
全
国
一
の
規
模
を
誇
り
、

こ
の
度
、
全
国
会
長
研
修
会
の
開
催
地
に
も
選
ば

れ
て
い
る
、
と
い
う
わ
け
だ
。

日
本
を
動
か
す
起
業
家
は
誰
だ

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
人
を
動
か
す
た
め
に
必
要

な
の
は
「
論
理（
ロ
ゴ
ス
）」「
道
徳（
エ
ト
ス
）」

「
情
熱（
パ
ト
ス
）」
で
あ
る
と
説
い
た
。
そ
し
て

師
匠
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
さ
ら
に
「
対
話（
ダ

イ
ア
ロ
ー
グ
）」
が
な
け
れ
ば
不
十
分
で
あ
る
と

反
論
し
た
…
と
い
う
の
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

の
「
弁
論
術
」
に
お
い
て
有
名
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
。

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
に
必
要
な
要
素
も
ま
さ
に
、

こ
こ
に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
神

髄
は
、
人
を
動
か
す
だ
け
で
な
く
、
日
本
を
動
か

そ
う
と
し
て
い
る
起
業
家
に
も
共
通
す
る
要
素
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

世
界
的
な
経
済
誌
で
あ
る
Forbes 

JA
PA
N

は
、
Forbesの
日
本
版
と
し
て
、
世
界
中
の
ビ

ジ
ネ
ス
ニ
ュ
ー
ス
、
ラ
ン
キ
ン
グ
、
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
投
資
、
金
融
ニ
ュ
ー
ス
を
配

信
し
、
毎
年
１
月
号
に
そ
の
年
の
優
れ
た
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
企
業
を
ラ
ン
キ
ン
グ
形
式
で
発
表
し
て

い
る
。
今
回
は
日
本
で
上
位
に
輝
い
た
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
企
業
を
い
く
つ
か
紹
介
し
、
そ
の
神
髄
を

探
り
た
い
。

【
A
I
を
用
い
た
社
会
課
題
解
決
を
通
じ
て
幸
せ
な

社
会
を
実
現
す
る　
エ
ク
サ
ウ
ィ
ザ
ー
ズ
石
山 

洸
氏
】

〈
石
山 

洸
氏
の
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
資
質
＝
①

②
③
④
⑥
⑦
⑧
⑨
〉

「『
戦
略
的
カ
オ
ス
』
を
楽
し
ん
で
い
る
」
と

い
う
の
は
、
A
I
を
用
い
た
社
会
課
題
解
決
を

掲
げ
る
、
エ
ク
サ
ウ
ィ
ザ
ー
ズ
代
表
取
締
役
社

長
の
石
山 

洸
氏
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
D
X
推

進
の
波
に
乗
り
、
売
り
上
げ
は
倍
増
。
こ
の
１
年

に
リ
リ
ー
ス
し
た
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
数
に
は
目

を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
⒈ 

C
are 

T
ech（
介

護
）、
⒉ 

M
ed 

Tech（
医
療
）、
⒊ 

H
R 

Tech、

⒋ 

FinTech、
⒌ 

Robot Tech、
⒍ 

V
ision 

T
ech　　

と
６
つ
の
事
業
領
域
で
、
合
計
10
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
開
始
。
家
族
介
護
の
お

悩
み
解
決
ア
プ
リ
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
遠
隔
リ
ハ

ビ
リ
サ
ー
ビ
ス
、
リ
モ
ー
ト
環
境
に
お
け
る
従
業

員
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
管
理
、
デ
ジ
タ
ル
イ
ノ

ベ
ー
タ
ー
に
必
要
な
ス
キ
ル
と
素
養
を
測
定
し

D
X
人
材
を
発
見
・
育
成
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
高

齢
者
を
対
象
に
し
た
親
子
で
共
有
で
き
る
口
座
見

守
り
サ
ー
ビ
ス
、
高
性
能
二
眼
レ
ン
ズ
搭
載
の

エ
ッ
ジ
A
I
カ
メ
ラ
、
高
性
能
A
I
に
よ
る
文
脈

を
理
解
す
る
F
A
Q
検
索
エ
ン
ジ
ン
な
ど
、
多
領

域
か
つ
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
。

A
I
を
用
い
た
社
会
課
題
解
決
を
掲
げ
る
こ
と

で
共
感
す
る
人
々
が
集
い
、
ト
レ
ン
ド
が
来
る
前

に
意
思
を
も
っ
て
社
会
実
装
を
進
め
て
き
た
こ
と

で
他
社
よ
り
一
歩
先
を
歩
む
。
そ
れ
ら
を
生
み
出

す
人
材
は
多
様
。
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
戦
略
コ
ン
サ
ル
、

介
護
士
や
理
学
療
法
士
と
い
っ
た
ド
メ
イ
ン
専
門

家
、
さ
ら
に
L
I
N
E
や
D
e
N
A
、
メ
ル
カ
リ

な
ど
に
在
籍
し
た
プ
ロ
ダ
ク
ト
に
携
わ
っ
て
き
た

人
材
の
加
入
も
進
ん
で
い
る
。
2
0
1
9
年
10
月

に
は
約
1
5
0
人
だ
っ
た
社
員
数
は
20
年
10
月
に

は
約
2
5
0
人
に
増
加
し
、
社
員
の
国
籍
は
22
カ

国
に
及
ぶ
。

な
ぜ
、
一
つ
の
課
題
に
絞
っ
て
事
業
展
開
し
な

い
の
か
。
石
山
氏
の
答
え
は
シ
ン
プ
ル
だ
。
社
会

先
日
11
月
10
日
か
ら
11
日
に
か
け
て
、
日
本

Y
E
G（
Young 

Entrepreneur 

G
roup）こ

と
日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
が
全
国
会
長
研
修
会

を
開
催
、
開
催
地
は
北
大
阪
で
あ
る
。
当
所
青
年

部
が
こ
の
北
大
阪
の
地
に
全
国
の
各
単
会
Y
E
G

を
束
ね
、
日
本
・
地
域
を
代
表
す
る
約
2
0
0
0

名
も
の
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
を
お
招
き
し
た
。

現
代
社
会
は
課
題
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
。
超
高

齢
化
、
人
口
減
少
、
コ
ロ
ナ
禍
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦

争
、
急
激
な
物
価
高
・
円
安
…
そ
ん
な
時
代
に
こ

そ
必
要
な
の
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
変
革

を
実
行
に
移
す
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
だ
。
人
類
は

数
百
年
に
渡
っ
て
、
問
題
が
起
こ
る
度
に
こ
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
と
共
に
成

し
遂
げ
て
き
た
。
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
は
起
業
家

で
あ
る
。「
業
」
を
「
起
」
こ
す
に
は
、
社
会
に

何
が
求
め
ら
れ
て
い
て
、
対
価
を
支
払
う
価
値
が

あ
る
か
を
見
極
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
社
会

が
求
め
る
」
と
こ
ろ
に
は
必
ず
課
題
が
あ
る
。
そ

の
課
題
を
解
決
で
き
る
事
業
こ
そ
が
ア
ン
ト
レ
プ

レ
ナ
ー
た
る
人
々
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
全

国
会
長
研
修
会
の
２
日
間
は
、
2
0
0
0
名
も
の

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
達
が
北
大
阪
に
集
結
。
何
か

変
革
が
起
こ
っ
て
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

2
0
2
2
年
７・
８
月
号
特
集
の
「
W
hat's 

Entrepreneurship」
で
は
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
と
は
何
な
の
か
を
深
掘
り
し
、
社
会
で
ど
う

い
っ
た
役
割
を
果
た
し
、
意
義
を
成
し
て
い
る
の

か
整
理
し
た
。
今
回
の
特
集
で
は
、
前
回
を
お
さ

ら
い
す
る
と
と
も
に
、
具
体
的
に
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
の
要
素
を
満
た
し
て
い
る
人
々
は
ど
の
よ
う

な
事
業
を
立
ち
上
げ
、
社
会
に
貢
献
し
て
い
る
の

か
、
事
例
を
挙
げ
て
そ
の
神
髄
を
考
察
し
た
い
。

Vol.1を
振
り
返
る

Entrepreneur（
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
）と

は
、
広
義
で
は
起
業
家
全
般
を
指
す
。
ま
た
、
起

業
家
の
枠
に
留
ま
ら
ず
Entrepreneurship

（
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
）を
発
揮
で
き
る

人
材
や
経
営
者
を
指
す
場
合
も
あ
る
。
俗
語
の

Entrepreneurship（
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ

プ
）と
は
、
日
本
語
で
は
「
起
業
家（
企
業
家
）精

神
」
と
訳
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
起
業
す
る
人
に

特
有
の
資
質
で
あ
る
と
誤
解
さ
れ
が
ち
だ
が
、
実

際
は
、
新
し
い
事
業
を
創
造
し
、
リ
ス
ク
に
挑
戦

す
る
姿
勢
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
職
業
で
求
め
ら
れ

る
。
精
神
と
い
う
よ
り
は
、「
起
業
家
的
行
動
能

力
」
と
訳
す
こ
と
が
、
よ
り
基
本
概
念
に
近
い
。

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
＝
革
新
と
は
ど
う
い
っ

た
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
、
た

だ
社
会
や
仕
組
み
を
変
え
る
＝
変
革
す
れ
ば
い
い

と
い
う
話
で
は
な
い
。
変
革
に
は
良
い
意
味
で
改

善
さ
れ
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
悪
い
意
味
で
改
悪
さ石山 洸 氏 ▲商工会議所青年部  全国会長研修会  喜多大阪会議  開会式の様子
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　北大阪商工会議所では本年、役員議員の改選を進め、議員定数140名のうち、４月に21名の３号議員、７月に49名
の２号議員がそれぞれ選任されました（当誌11月号に掲載）。
　そして今般、９月28日に開催された選挙委員会において１号議員70名が立候補により選任されました。１号議員に
選任された事業所は以下の通りです。

北大阪商工会議所
１号議員を選任

新任期（令和４年11月１日～令和７年10月31日）

㈲アゴーテック

安積建設㈱

㈱アド毎広

泉屋㈱

イセン印刷㈱

植田工業㈱

㈲ウチヤマ建設

㈱ODA

オーレス㈱

川北建設

河村建材商事㈱

関西マネジ興業㈱

カンセンエキスパンダー工業㈱

北河内農業協同組合

北口工業㈱

㈱京都銀行　牧野支店

京都信用金庫　枚方支店

京都中央信用金庫　枚方支店

近畿総合管理㈱

㈱グリーン京阪

京阪ビルテクノサービス㈱

㈱ケルク建装

坂部電設工業㈱

澤村産業㈱

ジュラロン工業㈱

新関西製鐵㈱　星田工場

㈱伸和製作所

㈱スリーエス電器製作所

誠信建設工業㈱

㈱仙波鉄工所

㈲s.o.w.a

㈱そごう

太一工業㈱

大商化成㈱

大同生命保険㈱　大阪中央支社

㈱大豊製作所

高島建設㈱

多田製茶㈱

㈱田中モータース

㈱たまゆら

㈱T.Cエクセレント

東京海上日動火災保険㈱　大阪北支店枚方支社

東邦システム㈱

長尾水道㈱

中島不動産

㈱肉の松阪

日本カタン㈱

㈱ニューコマンダーホテル

㈲ニューふじ

仁和寺倉庫㈱

㈱ネツレン･ヒラカタ

寝屋川バス㈱

野村證券㈱　枚方支店

㈱藤益商店

堀田鉄工㈱

前田木材㈱

丸昌工業㈱

丸天商事㈱

㈱みずほ銀行　京阪法人部

みずほ証券㈱　枚方支店

㈱三井住友銀行　枚方法人営業部

ミネヤ食品工業㈱

㈱明星

㈲森英興産

㈱morondo

柳川商事㈱

㈱𠮷信工務店

㈲ヨミハンオリコミ

理研ビタミン㈱　大阪工場

㈱和幸

課
題
解
決
は
簡
単
で
は
な
い
。
自
分
が
パ
ッ
シ
ョ

ン（
パ
ト
ス
と
同
義
）を
も
て
な
い
社
会
課
題
を
解

決
し
よ
う
と
し
て
も
続
か
な
い
。
各
々
が
解
き
た

い
社
会
課
題
を
解
い
て
、
各
々
が
つ
く
り
た
い
幸

せ
な
社
会
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
い
て
挑
戦
し
て

い
く
ほ
う
が
解
決
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
思
い
が
あ
る
。
そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
か
つ

て
恩
師
か
ら
言
わ
れ
た
「
石
山
く
ん
は
天
才
じ
ゃ

な
い
の
で
、
合
わ
せ
技
一
本
を
取
る
こ
と
を
常
に

考
え
な
さ
い
」
と
い
う
言
葉
だ
。
そ
の
ア
ド
バ
イ

ス
が
、
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
の
条
件
の
ひ
と
つ
、
一

人
の
人
間
が
多
様
な
経
験
と
幅
広
い
知
見
を
も

つ
「
イ
ン
ト
ラ
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

（
個
人
内
多
様
性
）」
に
繋
が
っ
て
い
る
。
固
定
さ

れ
た
一
個
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
だ
け
を
、
一
人
の

人
が
必
ず
も
た
な
い
と
い
け
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

エ
ク
サ
ウ
ィ
ザ
ー
ズ
は
、
ユ
ニ
コ
ー
ン
企
業
と
ゼ

ブ
ラ
企
業
が
同
居
し
て
い
る
会
社
、
A
な
の
か
、

B
な
の
か
、
C
な
の
か
、
で
は
な
く
、
あ
る
種
の

重
ね
合
わ
せ
た
状
態
を
も
つ
、
多
様
性
を
受
容
す

る
組
織
の
ほ
う
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
生
ま
れ
や

す
い
と
考
え
る
。

多
様
な
人
材
が
社
会
課
題
解
決
を
目
的
に
新
た

に
集
い
、
新
結
合
を
起
こ
す
と
い
う
創
発
的
な

側
面
。
そ
し
て
、「
優
秀
な
人
材
を
組
み
合
わ
せ
、

新
事
業
を
数
多
く
生
み
出
す
」
と
い
う
カ
オ
ス
の

楽
し
み
を
残
し
な
が
ら
石
山
氏
は
企
業
と
し
て
の

事
業
の
成
長
を
目
指
す
。

エ
ク
サ
ウ
ィ
ザ
ー
ズ

https://exaw
izards.com
/

【
コ
ロ
ナ
禍
で
急
成
長
。
購
入
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
成
立
件
数
№
１　
C
A
M
PFIR
E　

家
入
一
真
氏
】

〈
家
入
一
真
氏
の
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
資
質
＝

①
②
③
④
⑥
⑦
⑧
⑨
〉

コ
ロ
ナ
禍
で
急
成
長
し
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
市
場
。
購
入
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
成
立
件
数
№
１
企
業
を
率
い
る
連
続
起
業
家

は
何
を
考
え
て
い
た
の
か
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
は
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

市
場
を
急
速
に
押
し
上
げ
た
。
同
社
の
2
0
2
0

年
５
月
の
流
通
額
は
前
年
同
月
比
5
9
0
％
の

38
・
９
億
円
、
単
月
支
援
者
も
39
万
人
に
の
ぼ
っ

た
。
経
営
難
に
あ
え
ぐ
飲
食
店
や
宿
泊
施
設
な
ど

の
資
金
調
達
を
支
援
す
る
た
め
に
用
意
し
た
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で

も
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
資
金
調
達
を
始
め
た

事
業
者
の
数
は
11
月
初
旬
時
点
で
4
2
0
0
件
、

支
援
者
数
は
延
べ
79
万
人
、
集
ま
っ
た
支
援
総
額

は
92
億
円
超
に
上
る
。
C
A
M
PFIREに
救
わ
れ

た
。
そ
ん
な
声
も
聞
か
れ
る
中
、
コ
ロ
ナ
禍
で
家

入
が
直
面
し
た
の
は
社
会
の
痛
み
と
、
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
を
率
い
る
者
と
し
て
の
敗
北
感
だ
。
彼
ら

が
本
質
的
に
目
指
す
の
は
、
金
融
包
摂
を
通
じ
て

ギ
ブ
ア
ン
ド
ギ
ブ
で
繋
が
る
世
界
。
そ
の
世
界
が

早
期
で
実
現
し
始
め
て
い
る
と
い
う
意
味
で
は
喜

ば
し
い
。
し
か
し
、
既
存
の
仕
組
み
を
デ
ィ
ス
ラ

プ
ト
す
る
の
が
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
だ
と
す
れ
ば
、

コ
ロ
ナ
禍
の
前
に
変
革
を
起
こ
し
切
れ
な
か
っ
た

こ
と
に
無
力
感
を
感
じ
て
い
る
。

10
代
で
格
安
レ
ン
タ
ル
サ
ー
バ
ー
を
提
供
す
る

paperboy&
co.（
現
・
G
M
O
ペ
パ
ボ
）を
立
ち

上
げ
、
2
0
0
8
年
に
は
最
年
少
で
JA
SD
A
Q

上
場
を
果
た
し
た
。
そ
ん
な
彼
が
C
A
M
PFIRE

を
創
業
し
た
の
は
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し

た
2
0
1
1
年
の
こ
と
だ
。
以
後
「
B
A
S
E
」

「
リ
バ
邸
」
な
ど
数
多
く
の
企
業
や
サ
ー
ビ
ス
を

立
ち
上
げ
な
が
ら
、
投
資
家
と
し
て
80
社
を
超
え

る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
支
援
も
行
っ
て
き
た
。

「
方
向
性
に
あ
ま
り
ブ
レ
は
な
い
ん
で
す
。
個

人
が
自
己
表
現
を
す
る
よ
う
に
経
済
活
動
を
行
う

時
代
が
や
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
そ
の
時
に
は
、
個

を
中
心
と
し
た
小
さ
な
経
済
圏
を
複
数
も
つ
こ
と

に
よ
っ
て
、
お
互
い
に
重
な
り
合
う
か
た
ち
で
支

え
合
う
世
の
中
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し

た
」
と
家
入
氏
。

奇
し
く
も
そ
れ
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
一
気

に
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
。
一
見
す
る
限
り
で
は
、

彼
が
描
い
た
通
り
の
よ
う
に
思
え
る
。
だ
が
、
物

事
に
は
必
ず
悪
い
面
も
あ
る
。
個
の
時
代
が
加
速

す
れ
ば
自
己
責
任
論
が
は
び
こ
り
、
一
人
ひ
と
り

が
孤
独
を
感
じ
、
包
摂
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
る
人
々

が
溢
れ
る
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
だ
っ
て
想
定
し
う
る
。

そ
の
時
に
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
は
ど
う
あ
る
べ
き
な

の
か
。
自
身
の
事
業
に
対
し
て
も
厳
し
く
社
会
課

題
の
種
を
探
す
。

情
報
革
命
の
先
に
ど
ん
な
革
命
が
起
き
る
の
か
、

人
は
本
能
的
に
心
の
繋
が
り
を
求
め
る
生
き
物
、

こ
れ
か
ら
は
心
で
繋
が
り
合
う
世
界
に
な
っ
て
い

く
、
と
彼
は
予
言
す
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
対
し
て

何
か
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
な
い
か
、
彼
の
中
で
は
常

に
新
し
い
創
造
の
種
が
芽
生
え
て
い
る
。

C
A
M
PFIRE

https://cam
p-fire.jp/

日
本
商
工
会
議
所
で
は
C
A
M
PFIREと
提
携

し
、
手
数
料
を
「
２
％
」
割
り
引
く
こ
と
が
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。
当
所
と
も
連
携
し
て

お
り
、
当
所
を
経
由
す
る
と
割
引
が
適
用
さ
れ
る
。

関
心
の
あ
る
方
は
是
非
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

次
月
号
は
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
・
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
関
連
の
国
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
と
と

も
に
、
北
大
阪
の
新
し
い
芽
を
紹
介
し
た
い
。

当
所
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
は
こ
ち
ら

家入一真 氏
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当所では令和４年10月24日、たまゆらイベントホールにて、常議員会並びに臨時議員総会（久門哲男会頭）を開催い
たしました。議件①役員改選について案件、①会頭の選任、②副会頭及び専務理事の選任、③常議員及び監事の選任、
④定款第39条第１項による常議員会への委任事項、⑤小規模事業者経営改善資金融資審査会委員委嘱（案）、⑥令和５
年新年賀会開催についてをそれぞれ審議いただき、各議案ともに満場一致で可決となりました。

議件①の会頭の選任については、引き続き久門会頭が選任され、副会頭、並びに専務理事の選任については、引き続
き佐々木副会頭、村田副会頭、寺村副会頭、松本副会頭、谷本専務が選任されました。常議員及び監事の選任について
も常議員46名（うち新任４名）、監事３名が以下の通り選任されました。

続いて報告事項では、①役員・議員懇談会開催について、②月間事業報告、③その他についてを報告しました。
今回の臨時議員総会にて、ご退任された皆様におかれましては、今日まで地域経済活性化に多大なるご尽力、ご理解、

ご協力を頂戴し、改めまして深く感謝いたします。今後も当所の事業活動にご支援とご協力を賜りますようお願い申し
上げます。昨今の経済環境は益々予断を許さない状況です。当所では経営支援等の当所事業メニューを通して中小企業
の皆様のお役に立てるよう、北大阪の持続可能な地域経済活性化のため、会員の皆様に寄り添って一同精進して参りま
すので、今後ともご愛顧のほど、よろしくお願いいたします。

会頭、副会頭、専務理事、
常議員、監事を選任

― 常議員会並びに臨時議員総会 ―

役職 氏名 事業所名 事業所役職
会頭 久 門 哲 男 久門紙器工業㈱ 取締役会長

副会頭 佐々木啓益 吉泉産業㈱ 代表取締役
副会頭 村 田 孝 義 ㈱アクセス 代表取締役社長
副会頭 寺 村 眞 悟 枚方信用金庫 顧問
副会頭 松 本 秀 作 ダイコロ㈱ 代表取締役社長

専務理事 谷 本 雅 洋 北大阪商工会議所 専務理事

常議員 芦 田 庄 司 アクテック㈱ 取締役会長
常議員 村 田 　 茂 朝日熱処理工業㈱ 取締役会長
常議員 安 積 輝 男 安積建設㈱ 相談役会長
常議員 濱 田 洋 介 エスバンス㈱ 取締役経営管理部長
常議員 森 川 正 敏 エムケイ産業㈱ 代表取締役
常議員 福 井 克 久 大阪ガス㈱ 北東部地区支配人
常議員 駒 村 裕 史 大阪高級鋳造鉄工㈱ 取締役会長
常議員 大森布実子 大森布実子税理士事務所 所長
常議員 恩 地 宏 昌 恩地食品㈱ 代表取締役社長
常議員 森 　 光 雄 ㈱カタノ薬局 取締役会長
常議員 河 本 能 久 河本興業㈱ 代表取締役

役職 氏名 事業所名 事業所役職
常議員 坂 田 英 紀 関西電力送配電㈱ 大阪支社 大阪北総務部総務部長
常議員 日 髙 　 勉 カンセンエキスパンダー工業㈱ 代表取締役
常議員 新 庄 幸 一 木幸スポーツ企画㈱ 代表取締役
常議員 橘 内 　 孝 ㈱キツナイ 代表取締役
常議員 米 田 孝 司 ㈱京都銀行 牧野支店 支店長
常議員 金 本 吉 郎 ㈱クボタ 枚方製造所 所長
常議員 佐 野 愼 吾 倉敷紡績㈱ 寝屋川工場 工場長
常議員 松 浦 直 之 ㈱京阪百貨店 枚方店 取締役営業本部枚方店長
常議員 松 下 　 靖 ㈱京阪流通システムズ 代表取締役社長
常議員 谷 川 徳 彦 ㈱小松製作所 大阪工場 執行役員生産本部大阪工場長
常議員 宮 武 正 和 三幸化工㈱ 代表取締役社長
常議員 嶋 中 隆 治 ㈱シマナカ 代表取締役
常議員 山 本 　 進 ジュラロン工業㈱ 代表取締役社長
常議員 中 村 　 猛 （医）みどり会 中村病院 理事長
常議員 國 田 欣 吾 誠信建設工業㈱ 代表取締役社長
常議員 吉 原 　 毅 大建管理㈱ 代表取締役社長
常議員 加 山 俊 哉 大商化成㈱ 代表取締役社長
常議員 大 東 範 行 大東土地㈱ 代表取締役

役職 氏名 事業所名 事業所役職
常議員 橋 本 好 史 大八化学工業㈱ 寝屋川工場 工場長
常議員 多 田 高 明 多田製茶㈱ 代表取締役
常議員 仲 尾 泰 治 日本ペイント・オートモーティブコーティングス㈱ 枚方事業所長
常議員 緒 方 秀 樹 日本保安管理保障㈱ 代表取締役社長
常議員 太 田 吉 彦 日本カタン㈱ 代表取締役社長
常議員 坂 本 一 彦 ㈲ニューふじ 代表取締役
常議員 野 村 宜 孝 ㈱野村呼文堂 代表取締役
常議員 麻 生 英 俊 野村證券㈱ 枚方支店 支店長
常議員 日 野 守 之 ㈱ヒノテック 代表取締役
常議員 花 村 　 孝 枚方産業振興㈱ 取締役会長
常議員 細 川 晃 平 ホソカワミクロン㈱ 代表取締役社長
常議員 前 田 浩 輝 ㈱前田組 取締役社長
常議員 正 路 英 輔 ㈱三菱UFJ銀行 枚方支店 支店長
常議員 宮 田 　 明 宮田不動産㈱ 代表取締役
常議員 田 中 憲 洋 ㈱りそな銀行 枚方支店 支店長
常議員 田 中 　 有 ローバル㈱ 交野工場 取締役会長
常議員 大 橋 綾 子 ㈱和幸 代表取締役

議員 小 川 　 貢 ㈲アゴーテック 会長
議員 田 中 商 人 ㈱アド毎広 代表取締役
議員 林 　 　 武 Apro's税理士法人 代表社員
議員 泉 　 浩 一 泉屋㈱ 代表取締役社長
議員 青 木 弘 児 イセン印刷㈱ 代表取締役
議員 北 角 　 強 ㈱インテグリティエナジー 代表取締役
議員 植 田 　 守 植田工業㈱ 代表取締役会長兼CEO
議員 内 山 惠 一 ㈲ウチヤマ建設 代表取締役
議員 出 口 素 志 エア・ウォーター西日本㈱ 近畿支社大阪支店枚方営業所 枚方営業所所長
議員 森 田 宗 男 大阪紳士服近代化協同組合 代表理事
議員 永 野 　 茂 ㈱ODA 代表取締役
議員 小 野 義 信 オーレス㈱ 代表取締役
議員 田 崎 　 宏 ㈱交野運送 取締役会長
議員 藤 木 浩 子 交野開発㈱ 交野カントリー倶楽部 代表取締役
議員 川 北 修 義 川北建設 代表者
議員 河 村 裕 司 河村建材商事㈱ 代表取締役
議員 大 先 　 明 関西ガス㈱ 代表取締役
議員 櫻 井 益 雄 関西環境リサーチ㈱ 取締役会長
議員 菅岡満壽子 関西マネジ興業㈱ 代表取締役
議員 岡 嶋 勝 之 北河内農業協同組合 常務理事
議員 北 口 隆 広 北口建設工業㈱ 代表取締役
議員 北 口 准 一 北口工業㈱ 代表取締役
議員 北村安揮男 ㈱北村商店 代表取締役
議員 橋 本 孝 一 京都信用金庫 枚方支店 支店長
議員 谷 口 雅 幸 京都中央信用金庫 枚方支店 支店長
議員 右 田 竹 郎 近畿総合管理㈱ 代表取締役社長
議員 柳 澤 謙 次 ㈱グランツ 代表取締役会長
議員 近 藤 利 則 ㈱グリーン京阪 代表取締役
議員 内 田 茂 信 京阪ビルテクノサービス㈱ 代表取締役
議員 西 森 治 貴 ㈱ケルク建装 代表取締役
議員 坂 部 憲 彦 坂部電設工業㈱ 代表取締役
議員 坂 本 篤 宣 坂本篤宣税理士事務所 所長
議員 茶 谷 昭 彦 澤村産業㈱ 代表取締役社長
議員 谷 岡 　 博 ㈱サンエース 取締役会長
議員 合 田 幸 夫 ㈱サンエスモータース 代表取締役
議員 安養寺敏彦 三光ホンダ販売㈱ 取締役会長
議員 中 島 靖 之 新関西製鐵㈱星田工場 シニアマネージャー
議員 能 美 一 夫 ㈱伸和製作所 代表取締役会長
議員 原 田 重 幸 ㈱スリーエス電器製作所 代表取締役

役職 氏名 事業所名 事業所役職
議員 原 　 舜 輔 扇港樹脂工業㈱ 代表取締役社長
議員 仙 波 憲 二 ㈱仙波鉄工所 代表取締役
議員 茂 木 一 彦 ㈲s.o.w.a 代表取締役
議員 十 河 宏 輔 ㈱そごう 代表取締役
議員 植 杉 嘉 彦 太一工業㈱ 代表取締役
議員 與 　 義 廣 大正精工㈱ 代表取締役
議員 室 賀 一 明 大同生命保険㈱ 大阪中央支社 支社長
議員 安 田 浩 治 ㈱大豊製作所 代表取締役社長
議員 白 井 博 巳 ㈱タイヨー運送 代表取締役
議員 髙 島 叔 孝 高島建設㈱ 代表取締役
議員 田 中 　 豪 田中豪経営会計事務所 所長
議員 田 中 　 茂 ㈱田中モータース 取締役会長
議員 岡 本 　 哲 ㈱たまゆら 代表取締役
議員 三 好 里 美 司電機産業㈱ 代表取締役
議員 粟 津 直 晶 ㈱T.Cエクセレント 代表取締役

議員 井 上 　 愛 東京海上日動火災保険㈱ 
大阪北支店枚方支社 支社長

議員 西 田 　 輝 東邦システム㈱ 代表取締役
議員 山 本 正 雄 長尾水道㈱ 代表取締役
議員 中 島 　 一 中島不動産 代表
議員 北 川 　 寛 ㈱肉の松阪 代表取締役
議員 髙 橋 一 朗 日本精線㈱ 枚方工場 取締役常務執行役員
議員 堀 田 逸 平 ㈱ニューコマンダーホテル 代表取締役
議員 山 本 　 昇 仁和寺倉庫㈱ 取締役
議員 川 上 貴 次 ㈱ネツレン･ヒラカタ 代表取締役
議員 田 邉 武 志 ㈱寝屋川自動車教習所 代表取締役
議員 田 嶋 仁 一 寝屋川バス㈱ 代表取締役
議員 亀岡健太郎 ㈱初亀 代表取締役社長
議員 初 木 賢 司 初木工業㈱ 代表取締役
議員 日 垣 惠 陸 日垣水道設備㈱ 取締役会長
議員 松田イツ子 枚方ゴルフ場㈱ 代表取締役
議員 楠 本 千 年 ㈱富士電機製作所 代表取締役社長
議員 藤 下 秀 次 ㈱藤益商店 代表取締役
議員 堀 田 芳 宏 堀田鉄工㈱ 代表取締役社長
議員 前 田 純 二 前田木材㈱ 代表取締役
議員 磯 田 隆 平 丸昌工業㈱ 代表取締役
議員 西村金治郎 丸信住宅㈱ 代表取締役
議員 山 中 長 久 丸天商事㈱ 代表取締役
議員 谷 口 栄 次 ㈱みずほ銀行 京阪法人部 部長
議員 都 築 庸 恭 みずほ証券㈱ 枚方支店 支店長
議員 二ノ丸賢二 ㈱三井住友銀行 枚方法人営業部 枚方法人営業部長
議員 皆 見 　 孝 皆見電子工業㈱ 代表取締役
議員 平 峯 由 浩 ミネヤ食品工業㈱ 代表取締役
議員 古 池 智 彦 明治油脂㈱ 代表取締役社長
議員 中 村 健 史 ㈱明星 代表取締役
議員 森 　 英 介 ㈲森英興産 代表取締役
議員 原 田 一 博 ㈱morondo 代表取締役
議員 柳 川 知 良 柳川商事㈱ 代表取締役
議員 𠮷 信 　 勝 ㈱𠮷信工務店 代表取締役
議員 外 村 　 淳 ㈲ヨミハンオリコミ 代表取締役
議員 山 下 俊 幸 理研ビタミン㈱ 大阪工場 大阪工場長

監事 平 松 正 幸 平松税理士事務所 所長
監事 門 前 武 彦 門前武彦法律事務所 所長
監事 植 田 直 美 ヒューマナイズワークコンサルティング 代表者
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▪ 新入会員ご紹介 ▪ 〜ご入会ありがとうございます〜
（入会申込書の情報を基に、ご紹介の了解を得た事業所分のみ掲載しています）　　　　  ９月30日受付迄受付順

事業所名 営業内容 所 在 地
行政書士北村法務事務所 あなたの街の法律家、相続手続き、遺言書作成、各種許認可 枚方市楠葉花園町
㈱SAMURAI 貨物軽自動車運送事業・貨物利用運送事業 枚方市須山町
アバカール・コンサルティング 中小企業向けコンサルティングサービス（経営相談・事業承継・補助金等） 枚方市新町
㈱ライジングプラン トータルリフォーム・不動産売買・仲介・再販事業 枚方市養父東町
林香喱喱 スパイスカレー専門店 枚方市招提元町
㈱テガタック 広告代理店、福祉用具貸与、居宅介護支援 寝屋川市打上中町
Five Ａ 自動車の販売 枚方市山之上
MT TOURS 旅行全般 四條畷市蔀屋新町
井元工務店 建築業 枚方市宮之阪

枚方市・寝屋川市・交野市から各市長を始めとしたご来賓各位をお招きし、恒例の新年賀会を以下の通り開催
いたします。会員の皆様に於かれましては、万障お繰り合わせの上、多数のご参加を賜りますようご案内申し
上げます。

なお本案内は所報12月号及び当所ホームページのみの掲載とさせていただきますので、何卒ご理解の程よろしく
お願いいたします。ご参加される方はお申込みは不要です。当日所定のお時間に直接会場にご来場ください。

詳細は追って当所ウェブサイトに掲載いたしますのでご確認いただきますようお願いいたします。

◎当所の年末・年始の業務のお知らせ
‌� 　年末の通常業務は、令和４年12月28日 17時15分まで、年始は、令和５年１月４日 ９時00分より通常業務を

開始いたします。
‌� 　本年も会員の皆様には大変お世話になり、ありがとうございました。年の暮れ、何かと御多用とは存じますが、

有意義な年の瀬をお過ごしいただきますことをお祈り申し上げます。

【日時】令和５年１月６日(金)　午前11時～正午
【会場】枚方市総合文化芸術センター　関西医大 大ホール

令和５年新年賀会のご案内

広告主募集会員限定

12月の専門相談・金融相談日
商工会議所の専門経営相談をご利用下さい

専門家専門家ががどんな相談どんな相談にもにも
的確なアドバイス的確なアドバイス
専門家専門家ががどんな相談どんな相談にもにも
的確なアドバイス的確なアドバイス
専門家がどんな相談にも
的確なアドバイス

秘密
厳守

費用
無料!

きらら事務所　中小企業相談所　TEL 072（843）5154
枚方市駅前事務所　　　　　　　TEL 072（843）5157
寝屋川支所　　　　　　　　　　TEL 072（828）5151
交野支所　　　　　　　　　　　TEL 072（892）6700

お気軽にご利用下さい要予約

相談内容 相　談　日 時　　　間 担当相談員
法 　　 律（於：枚方市駅前事務所） １２月６日（火）※・１３日（火） 午後２時〜４時 弁　   護　   士　門 前 武 彦　先生
法 　　 律（於：寝屋川支所） １２月２１日（水） 午後２時〜４時 弁　   護　   士　松 本 　 勉　先生
税務・経理（於：枚方市駅前事務所） １２月１４日（水）・２１日（水）※ 午後１時30分〜３時30分 税　   理　   士　杉 本 隆 志 先生
労 　　 務（於：枚方市駅前事務所） 随　　　時 特定社会保険労務士　植 田 直 美　先生
特許・商標（於：きらら事務所） 随　　　時 弁　   理　   士　中 川 信 治　先生
金 　 融※

〈公庫・国民生活事業〉
（於：‌�きらら事務所にて

オンライン相談） 随　　　時 日本政策金融公庫　守口支店（国民生活事業）
融資相談担当者

金 　 融
〈枚方信用金庫〉（於：きらら事務所） １２月１４日（水） 午前10時00分～正午 枚方信用金庫

融資相談担当者
注意：※は通常の相談日と異なります。金融相談をご希望の方は決算書及び確定申告書類等の電子データが必要です。申込・問い合わせは指導課（072‒843‒5154）へ
　　　◎枚方市駅前事務所へお越しの際、ビオルネ提携駐車場をご利用されると割引サービスがあります。
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新たな会員サービスとして、アドバンス寝屋川に設
置されている大型LEDビジョン（アドバンスビジョ
ン）の月額割引サービスをはじめました。
当所経由でお申込みいただくと、月額5,000円お得です!!

広告掲載をご希望の方はお気軽に寝屋川支所まで
お問い合わせください。
北大阪商工会議所 寝屋川支所
〒572-0042
大阪府寝屋川市東大利町２番14号 
Tel：072-828-5151
Fax：072-828-5156

◆ 設置場所  アドバンス寝屋川２号館壁面（京阪寝屋川市駅出てすぐ）
◆ 放映時間  ８：00～22：00（１日当たり約80回放送予定） 動画 15秒／１枠
◆ ビジョンサイズ  W4800㎜ × H2880㎜‌�（約220インチ相当）

【契約金額】 動画、静止画併せて15秒以内
期間：《通常価格》　　　　　　 《会員限定価格》
２年：￥30,000／月 + 税　➡　￥25,000／月 + 税

１年：￥40,000／月 + 税　➡　￥35,000／月 + 税

半年：￥50,000／月 + 税　➡　￥45,000／月 + 税
＊別途コンテンツ制作費￥30,000が初回費用として掛かります。

お申込みはこちら ➡

ADVANCE VISION
北大阪商工会議所×日本政策金融公庫守口支店  事業承継マッチング支援

北大阪商工会議所では、日本政策金融公庫の事業承継マッチング
支援データベースを活用し、事業を譲り渡したい方、事業を譲り
受けたい方に対する支援サービスを開始いたしました。
M＆A というと敷居の高いイメージがありましたが、近年では小
規模事業者の M＆A も行われるようになってきており、承継者が
いないケースでも廃業せずとも第三者への事業譲渡により事業承
継される事例が多くみられます。また、創業や事業拡大をお考え
の方にも、事業を引き継いで新たなビジネスに挑戦する形態につ
いて関心が高まってきています。
もし M&A を考えるべきかもしれないと少しでも思われた方はお
気軽にご相談ください。

日本政策金融公庫には、事業を譲り受ける際に
必要な資金にご利用いただける融資制度があります。

事業承継・集約・活性化支援資金
（企業活力強化貸付）

1 事業承継等に際して、株式や事業用資産を取得
する方などが対象

多様化する事業承継に、幅広く対応
経営承継円滑化法の認定を受けた会社の代表者
個人や同法の認定を受けた事業を営んでいない
個人への融資が可能

poin
t

2poin
t

3poin
t

※審査の結果、ご希望に沿えないことがございます。

北大阪商工会議所　寝屋川支所（京阪寝屋川市駅西口から徒歩2分）
寝屋川市東大利町 2番 14号　ＴＥＬ：０７２-８２８-５１５１　ＦＡＸ：０７２-８２８-５１５６
本所（きらら事務所）平日０９：００～１７：００（土日祝は休み）
枚方市車塚 1丁目 1番 1号輝きプラザきらら6階　TEL：072-843-5154　FAX：072-841-0173

ご相談はこちらまで

北大阪商工会議所と日本政策金融公庫守口支店が手数料無料で、
事業承継・M&Aを支援します北大阪

商工会
議所

会員限
定

事業を第三者から
譲り受けたい方

M&Aで事業を拡大したい
お店を出す夢を叶えたい

創業時や事業拡大時等の
コスト低減
経営資源の承継

事業承継・Ｍ＆Ａのメリット

事業を第三者に
譲り渡したい方

お店を誰かに続けてほしい
大切な事業を譲りたい
そろそろ引退したいな。。。

M&Aなんて考えたこともなかった
売上1，000万円程度でもよいの？

譲渡収入の確保
従業員の雇用維持
取引先の引継ぎ

事業承継・Ｍ＆Ａのメリット

　９月25日（日）、星の里いわふね（交野市私市９-４-８）におい
て、会員事業所「親睦バーベキュー交流会」を開催しました。
従業員様やご家族を含め、94名のご参加を頂きました。
　毎年恒例の人気行事で、当日は天気にも恵まれ、いわふねの
森林や川に囲まれた自然の中で、事業所の域を超えて、バーベ
キューや川遊びを楽しみ交流を深めました。

　交野市工業会は、新入会員を募集しています。
　詳しくは、加入方法をご覧いただくか、交野市工業会事務
局までお問い合わせください。

担当：親睦委員会 毎年恒例の全体写真

令和４年度 交野市工業会 会員事業所
「親睦バーベキュー交流会」 開催
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o c u sLCoverage

・枚方市立地域活性化支援センターからのお知らせ・

ひらっく(枚方市立地域活性化支援センター)
〒573-1159
枚方市車塚１-１-１ 輝きプラザきらら６階 ウェブ事業の紹介、創業に役立つ情報等を発信中！ ブログ Facebook

第３回（全３回） リレートーク＆交流会
ものづくりを変えるデザインの力

製品はいいのに、デザインがイマイチでなかなか販路を広
げることができないとお悩みの方、ものづくりに関わりた
いデザイナーの方、参加お待ちしております!!奈良県東吉
野村を拠点に活躍されているデザイナー坂本大祐さんに、
デザインの重要性についてお話しして頂きます。トークの
後、交流会を実施予定。

「温めていたプランで起業する」等、自分がやってみたい
事、欲しい物、なりたい姿の写真などを貼り付け「ドリー
ムボード」を作成。潜在的な思いを明確にし、実現に近づ
けます。目標達成のメカニズムについても、わかりやすく
解説。講師はきらら創業実践塾の真田兼光塾長。お子様の
参加も歓迎です。

日　時：2023年１/15（日）13：00〜16：00
　　　　13：00～14：30 リレートーク
　　　　14：30～16：00 交流会
会　場：‌�コワーキングスペースビィーゴ　
　　　　イベントルーム
講　師：‌��坂本大祐さん（デザイナー）
定　員：先着50人（要予約）
参加費：無料
※あれば、名刺やご自身の仕事内容がわかる資料持参。

夢を実現させよう
ドリームボード

日　時：2023年１/14（土）10：00〜17：00
　　　　　　　　１/15（日）９：00～16：00の全２日
会　場：‌� 輝きプラザきらら７階
　　　　たまゆらイベントホール
定　員：15人　　参加費：無料　　持ち物：‌�昼食

〔12/１（木）10：00より受付開始〕
お申し込み・お問い合わせ
WEB　https://www.hirakata-kassei.jp/
FAX　072-851-5384（セミナー名、参加者名、住所、TELを明記）
TEL　050-7105-8080

大阪大阪のの成長成長を支える、を支える、「ものづくり」「ものづくり」・・「即戦力」「即戦力」の人財を育てる！の人財を育てる！
大阪府小規模事業経営支援事業　北大阪商工会議所・大阪府北大阪高等職業技術専門校活用事業

北大阪商工会議所では、大阪府北大阪高等職業技術
専門校と連携し、製造業・建設業の従業員様の技術
向上及び事務系従業員様のスキルアップを目的とした
人材育成講座を開催しております。貴社での人材育成に
ぜひ当講座をご活用ください。お申込は専用ホームペー
ジからご入力ください。

当所会員事業所様につきましては、１事業所２名まで全て
無料で受講ができますので、ぜひご応募ください。

３次元cad入門編（Solidworks2012）　
令和５年１月18日（水）・１月25日（水）・
　　　　２月１日（水）　３日間

会　場 …… 大阪府立北大阪高等職業技術専門校       
　　　　　 大阪府枚方市津田山手２‒11‒40（地図等の詳細は下記大阪府のHPをご参照ください）
　　　　　 http://www.pref.osaka.lg.jp/tc-kiosaka/info/access.html 
参加費 …… 会員事業所　無料・非会員事業所　おひとり 10,000円 
持参物 …… ‌�各講座により、ご用意していただくものが変わりますので、ホームページにてご確認をお願い致します。

また受講確認書でもご案内させて頂きます。

お問合わせ：北大阪商工会議所　中小企業相談所指導課まで　TEL：072‒843‒5154

（すべてインターネットからの申込みとさせて頂いております。）
（１事業所２名まで、先着順になりますので、ご了承くださいませ。）

各講座の詳細及び受講申込につきましては、
専用ホームページをご確認願います。

Googleで

北大阪商工会議所ホームページのトップページからアクセスできます。

北大阪商工会議所

 北大阪技専校活用事業技術訓練講座申込

北大阪商工会議所ホームページへ入り、トップページの

 をクリックしてください。

https://www.shoko-gijutsu.jp/
下記の、URLにアクセス頂くか、

お申込みはこちら↑

会計士・税理士  岡 林 哲 男税理士・公認会計士が語る！

インボイス制度（概要）

役に立つ税の豆知識

皆
様
初
め
ま
し
て
。
今
月
か
ら
は
交
野
市
出

身
枚
方
市
在
住
の
公
認
会
計
士
・
税
理
士
の
岡

林
が
担
当
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

読
者
の
皆
様
に
わ
か
り
や
す
く
を
モ
ッ
ト
ー

と
し
て
、
役
立
つ
情
報
が
提
供
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
１
回
目
の
テ
ー
マ
は
、
来
年
の
10
月

１
日
か
ら
開
始
さ
れ
る
適
格
請
求
書
等
保
存

方
式（
い
わ
ゆ
る
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」）で
す
。

当
制
度
は
、
消
費
税
を
納
め
て
い
る
事
業
者

（
課
税
事
業
者
）へ
の
影
響
は
勿
論
の
こ
と
、
消

費
税
を
納
め
て
い
な
い
事
業
者（
免
税
事
業
者
）

に
も
影
響
が
あ
る
制
度
で
す
。
今
月
か
ら
複
数

回
に
わ
た
っ
て
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
概
要
や

留
意
点
を
お
伝
え
し
ま
す
。

１ 

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
は

　
令
和
５
年
10
月
１
日
以
後
、
区
分
記
載
請
求

書
等
保
存
方
式
に
お
け
る
請
求
書
等
の
保
存
に

代
え
て
、「
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
」
か
ら

交
付
を
受
け
た
「
適
格
請
求
書
等
」
の
保
存
が

仕
入
税
額
控
除
の
要
件
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
仕
入
先
等
か
ら
「
適
格
請
求
書
等
」
を
入

手
し
保
存
を
し
て
い
な
け
れ
ば
、
仕
入
税
額
控

除（
次
式
の
②
）が
で
き
な
く
な
り
、
納
付
す
る

消
費
税
が
増
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

●
消
費
税
の
計
算
方
法

納
付
す
る
消
費
税
額
＝
①
課
税
売
上
げ
に
係

る
消
費
税
額

－

②
課
税
仕
入
れ
等
に
係
る
消
費

税
額（
仕
入
税
額
控
除
）

●
仕
入
税
額
控
除（
②
）の
要
件

２ 

適
格
請
求
書
と
は

「
適
格
請
求
書
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

を
記
載
し
た
請
求
書
、
納
品
書
そ
の
他
こ
れ
ら

に
類
す
る
書
類
を
い
い
ま
す
。
主
な
変
更
点
は
、

登
録
番
号
の
記
載
で
あ
り
、
登
録
を
受
け
な
け

れ
ば
適
格
請
求
書
の
交
付
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
課
税
事
業
者
で
な
け
れ
ば
登

録
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

適
格
請
求
書
に
様
式
の
定
め
は
な
く
、
適
格

請
求
書
と
い
う
名
称
を
付
け
る
必
要
も
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
手
書
き
で
あ
っ
て
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。
請
求
書
、
納
品
書
、
領
収
書
、
レ
シ
ー

ト
等
、
そ
の
名
称
を
問
わ
ず
、
記
載
事
項
を
満

た
し
て
い
る
も
の
は
、
適
格
請
求
書
に
該
当
し

ま
す
。

 

適
格
請
求
書
の
記
載
事
項

1‌�

適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
の
氏
名
又
は
名

称
及
び
登
録
番
号

2
課
税
資
産
の
譲
渡
等
を
行
っ
た
年
月
日

3‌�

課
税
資
産
の
譲
渡
等
に
係
る
資
産
又
は
役

務
の
内
容（
軽
減
税
率
の
対
象
に
は
そ
の
旨
）

4‌�

税
率
ご
と
に
区
分
し
て
合
計
し
た
対
価
の

額（
税
抜
き
又
は
税
込
み
）及
び
適
用
税
率

5‌�

税
率
ご
と
に
区
分
し
た
消
費
税
額
等（
消

費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
額
の
合
計
額
）

6‌�

書
類
の
交
付
を
受
け
る
事
業
者
の
氏
名
又
は
名
称

※‌�

太
字
部
分
が
、
現
行
の
区
分
記
載
請
求
書

の
記
載
事
項
に
追
加
さ
れ
る
事
項

３ ‌�

適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
の
登
録
方
法
、
時
期

適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
の
登
録
を
受
け
よ

う
と
す
る
事
業
者（
登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
課
税
事
業
者
に
限
ら
れ
ま
す
。）は
、

納
税
地
を
所
轄
す
る
税
務
署
長
に
適
格
請
求
書

発
行
事
業
者
の
登
録
申
請
書
を
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
税
務
署
に
よ
る
審
査
を
経
て
、

登
録
さ
れ
た
場
合
は
、
登
録
番
号
な
ど
の
通
知

及
び
公
表
が
行
わ
れ
ま
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
始
ま
る
令
和
５
年
10
月

１
日
か
ら
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
業
者
は
、

原
則
と
し
て
、
令
和
５
年
３
月 

31
日
ま
で
に

納
税
地
を
所
轄
す
る
税
務
署
長
に
登
録
申
請
書

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
免
税

事
業
者
が
登
録
を
受
け
る
た
め
に
は
、
消
費
税

課
税
事
業
者
選
択
届
出
書
を
提
出
し
、
課
税
事

業
者
と
な
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
適
格
請
求

書
発
行
事
業
者
登
録
簿
に
登
載
さ
れ
た
日
が
令

和
５
年
10
月
１
日
か
ら
令
和
11
年
９
月
30
日
ま

で
の
日
の
属
す
る
課
税
期
間
中
で
あ
る
場
合
は
、

課
税
選
択
届
出
書
を
提
出
し
な
く
て
も
、
登
録

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

～令和５年９月
【区分記載請求
書等保存方式】

令和５年10月～
【適格請求書等保存方式】
（いわゆるインボイス制度）

帳簿
一定の事項が記
載された帳簿の

保存
同左

請求書等 区分記載請求書
等の保存

適格請求書（いわゆる
インボイス）等の保存

※太線囲みの部分が変更箇所
※令和５年10月から令和11年９月までの間は経過措置あり。

 

ポ
イ
ン
ト

・‌�

仕
入
先
等
か
ら
「
適
格
請
求
書
等
」（
い
わ
ゆ
る

イ
ン
ボ
イ
ス
）を
入
手
し
保
存
を
し
て
い
な
け

れ
ば
、
仕
入
税
額
控
除
が
で
き
な
く
な
り
、
納

付
す
る
消
費
税
が
増
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

 

ポ
イ
ン
ト

・‌�

適
格
請
求
書
は
、
課
税
事
業
者
で
登
録
を
受
け

た
事
業
者
の
み
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・‌�

適
格
請
求
書
に
は
、
一
定
の
事
項
を
記
載
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

ポ
イ
ン
ト

・‌�

課
税
事
業
者
も
、
登
録
手
続
き
を
行
わ
な
け
れ

ば
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。

・‌�

令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
登
録
を
受
け
よ
う
と

す
る
事
業
者
は
、
原
則
と
し
て
、
令
和
５
年
３

月
31
日
ま
で
に
納
税
地
を
所
轄
す
る
税
務
署
長

に
登
録
申
請
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。



Nijiriguchi

今
回
のN

ijiriguchi

の
主
人
公
は
、

大
阪
・
寝
屋
川
市
な
ど
で
「
四
國

う
ど
ん
」
や
「
か
つ
辰
」
を
展
開
す
る
マ
コ

コ
ロ
株
式
会
社
。
去
る
９
月
30
日
。
マ
コ
コ

ロ
は
こ
れ
ま
で
別
々
に
運
営
し
て
い
た
２
つ

を
融
合
さ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
店
と
し
て

「
と
ん
か
つ
・
う
ど
ん 

か
つ
辰 

石
津
寝
屋

川
店
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
こ
こ
に
は
ト
ン

カ
ツ
店
と
し
て
は
全
国
で
も
珍
し
い
ド
ラ
イ

ブ
ス
ル
ー
を
導
入
。
ま
た
、
非
接
触
の
注
文

シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
D
X（
＝
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）を
徹
底
し
、

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代
に
あ
っ
て
も
経
営
が

成
り
立
つ
飲
食
店
の
実
現
に
向
け
、
挑
戦
を

続
け
て
い
る
。
そ
の
最
前
線
で
奮
闘
す
る
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
有
馬
健
志
氏
と
店
長
の
溝
尻

裕
子
氏
に
話
を
聞
い
た
。

「
顧
客
第
一
」
と
「
経
営
」
を

ど
う
両
立
す
る
か
。
創
業
者
の
苦
闘

マ
コ
コ
ロ
の
歴
史
は
、
先
代
社
長
の
栗
田

延
太
郎
氏
に
さ
か
の
ぼ
る
。
戦
争
で
両
親
を

亡
く
し
た
延
太
郎
氏
。
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら

兄
弟
の
世
話
を
し
な
が
ら
働
い
て
い
た
と

い
う
。
そ
し
て
18
歳
の
時
に
パ
ン
屋
に
修

行
に
入
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
飲
食
の
世

界
に
飛
び
込
む
。
22
歳
で
の
洋
食
屋
の
創
業

な
ど
を
経
て
、
大
阪
・
門
真
市
に
「
み
の
り

食
堂
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
近
く
に
拠
点
を

構
え
る
松
下
電
器
産
業︵
現
：
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
)の
社
員
が
集
い
、
ま
る
で
社
員
食
堂
の

よ
う
な
状
態
に
な
る
ほ
ど
繁
盛
し
た
と
い
う
。

し
か
し
、
み
の
り
食
堂
は
思
わ
ぬ
理
由
で
行

き
詰
ま
る
。
延
太
郎
氏
は
、
社
員
の
要
望
に

応
じ
メ
ニ
ュ
ー
を
ど
ん
ど
ん
増
や
し
て
し
ま

い
、
そ
の
数
は
1
0
0
種
に
も
の
ぼ
っ
た
。

こ
の
た
め
必
要
な
食
材
が
増
え
、
繁
盛
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
経
営
が
う
ま
く
い
か

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

「
顧
客
を
思
う
気
持
ち
」
と
「
経
営
」
を

ど
う
両
立
さ
せ
て
い
け
ば
よ
い
の
か
。
延
太

郎
氏
は
、
メ
ニ
ュ
ー
数
を
８
品
目
に
絞
り
、

新
た
に
う
ど
ん
屋
を
立
ち
上
げ
る
。
こ
れ
が

「
四
國
う
ど
ん
」
の
始
ま
り
だ
。
延
太
郎
氏

は
客
が
「
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
」
こ
と
に

徹
底
的
に
こ
だ
わ
っ
た
。
出
汁
に
使
う
い
り

こ
や
、
麺
に
使
う
小
麦
粉
な
ど
の
素
材
を
吟

味
。
ま
た
、
加
工
も
自
社
で
行
う
な
ど
、
製

造
に
も
妥
協
し
な
い
。
こ
う
し
た
顧
客
第
一

の
方
針
が
実
り
、
事
業
は
順
調
に
伸
び
３
店

舗
に
ま
で
拡
大
し
た
。
そ
し
て
延
太
郎
氏
が

次
に
挑
ん
だ
の
が
「
ト
ン
カ
ツ
」
だ
っ
た
。

“
郊
外
型
”
ト
ン
カ
ツ
が
大
ヒ
ッ
ト
！

   
年
間
売
り
上
げ
３
億
円

　
う
ど
ん
と
は
全
く
分
野
の
異
な
る
「
ト

ン
カ
ツ
」
進
出
の
背
景
に
何
が
あ
っ
た
の

か
。
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
有
馬
氏
は
こ
う
語
る
。

「
延
太
郎
氏
は
当
時
、
ア
メ
リ
カ
の
レ
ス
ト

ラ
ン
事
業
に
精
通
し
て
い
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
と
親
し
く
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
『
次
は

郊
外
型
の
ト
ン
カ
ツ
が
来
る
』
と
の
話
が

あ
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
全
国
の
成
功
事
例

を
も
と
に
実
際
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
話
に

な
っ
た
」。

ト
ン
カ
ツ
屋
「
か
つ
辰
」
を
1
9
9
9
年

に
開
業
。
こ
こ
で
も
食
材
へ
の
こ
だ
わ
り
は

貫
か
れ
た
。
店
長
の
溝
尻
氏
は
「
豚
肉
探
し

を
社
長
自
ら
が
し
て
い
た
。
大
阪
を
探
し
て

見
つ
か
ら
な
け
れ
ば
県
外
ま
で
飛
び
出
し
て

い
き
、
豚
を
見
て
自
分
で
食
べ
て
選
ん
で
い

た
」
と
語
る
。
か
つ
辰
の
ト
ン
カ
ツ
は
評
判

を
呼
び
、
社
長
自
ら
が
“
爆
発
的
”
と
表
現

す
る
ほ
ど
の
人
気
店
と
な
っ
た
。
年
間
の
売

り
上
げ
は
３
億
円
を
誇
っ
た
と
い
う
。
創
業

か
ら
23
年
経
っ
た
今
も
「
か
つ
辰
」
は
地
域

で
愛
さ
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
禍

の
苦
境
に
あ
っ
て
も
売
り
上
げ
は
ほ
ぼ
回
復

し
て
い
る
と
い
う
。

震
災
き
っ
か
け
に
社
名
を
「
マ
コ
コ
ロ
」
に

「
か
つ
辰
」
の
開
業
か
ら
３
年
後
の

2
0
0
2
年
。
延
太
郎
氏
の
息
子
、
栗
田
太

樹
氏
が
社
長
に
就
任
し
た
。
そ
し
て
会
社
に

思
い
も
よ
ら
ぬ
転
機
が
訪
れ
る
。
2
0
1
1

年
の
東
日
本
大
震
災
だ
。
太
樹
氏
は
当
時
の

こ
と
に
つ
い
て
会
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。『
震
災
を
き
っ
か

け
に
、（
中
略
）会
社
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
考
え
直

す
た
め
に
、
彷
徨
う
３
年
間
』。
そ
し
て
震

災
か
ら
５
年
が
経
っ
た
2
0
1
6
年
。
太
樹

氏
は
社
名
を
「
マ
コ
コ
ロ
株
式
会
社
」
へ
と

改
め
た
。

「
マ
コ
コ
ロ
」
と
い
う
言
葉
に
は
「
真
心

を
持
っ
て
、
よ
い
空
間
を
作
り
出
す
、
間
を

も
っ
て
幸
せ
を
な
す
」
と
い
う
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
。
た
だ
飲
食
を
提
供
す
る
だ
け

で
な
く
、
作
る
人
や
食
べ
る
人
た
ち
が
豊
か

で
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
の
思

い
だ
。

さ
ら
に
社
名
変
更
を
し
た
こ
と
で
、
社
会

的
な
活
動
を
強
め
て
い
く
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
打
ち
出
し
た
と
店
長
の
溝
尻
氏
は
解
説

す
る
。「
た
だ
食
を
提
供
す
る
ん
じ
ゃ
な
く

て
社
会
性
の
あ
る
活
動
を
や
っ
て
い
き
た
い

な
と
考
え
た
時
に
、『
う
ど
ん
』
と
か
『
ト

ン
カ
ツ
』
っ
て
い
う
名
前
じ
ゃ
な
く
て
『
マ

コ
コ
ロ
』
っ
て
い
う
会
社
の
名
前
に
し
た
方

が
い
い
」。

キ
ー
ワ
ー
ド
で
意
識
に
変
化
が

そ
し
て
マ
コ
コ
ロ
は
社
会
的
な
取
り
組
み

を
「
六
次
化
」「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
と
い
う

２
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
先
鋭
化
さ
せ
て
い
く
。

１
つ
目
の
「
六
次
化
」
と
は
、
一
次
産
業

（
生
産
）・
二
次
産
業（
加
工
）・
三
次
産
業

（
販
売
）の
す
べ
て
に
自
ら
関
わ
る
こ
と
で
、

客
に
安
心
安
全
な
食
を
提
供
す
る
取
り
組
み
。

２
つ
目
の
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
は
、
障
が

い
者
が
生
産
し
た
野
菜
な
ど
を
店
で
使
い
、

障
が
い
者
へ
の
経
済
的
還
元
に
つ
な
げ
る
取

り
組
み
だ
。
顧
客
第
一
は
創
業
の
時
か
ら

貫
か
れ
て
い
る
方
針
で
あ
っ
た
が
、
改
め
て

「
六
次
化
」「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
と
い
っ
た

具
体
的
な
言
葉
で
表
現
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
社
内
の
意
識
に
変
化
が
起
き
始
め
た
と

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
有
馬
氏
は
言
う
。「
知
ら

な
い
農
家
じ
ゃ
な
く
て
、
実
際
に
会
っ
て
仲

間
と
し
て
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
仕
入
れ

て
い
こ
う
と
か
、
そ
う
い
う
形
で
一
次
産
業

に
関
わ
る
と
い
う
こ
と
は
以
前
か
ら
や
っ
て

き
た
。
社
員
も
心
の
中
で
は
み
ん
な
意
識
し

て
い
た
が
、『
六
次
化
』
と
か
『
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
』
と
い
う
言
葉
が
う
ま
く
当
て
は

ま
っ
た
。
社
名
変
更
し
た
こ
と
で
、
パ
ー
ト

や
ア
ル
バ
イ
ト
さ
ん
、
社
内
に
浸
透
し
、
以

前
と
は
変
わ
っ
た
と
感
じ
て
い
る
」。

“
集
大
成
”
の
新
店
舗
が
オ
ー
プ
ン

こ
と
し
９
月
。
有
馬
氏
が
“
集
大
成
”
と

表
現
す
る
新
た
な
コ
ン
セ
プ
ト
の
店
が
オ
ー

プ
ン
し
た
。「
と
ん
か
つ
・
う
ど
ん 

か
つ
辰 

石
津
寝
屋
川
店
」
だ
。
こ
の
店
舗
開
発
に
は
、

国
が
行
う
事
業
再
構
築
の
補
助
金
が
使
わ
れ

て
お
り
当
所
と
と
も
に
申
請
を
行
っ
た
。

新
店
舗
が
打
ち
出
す
の
は
「
コ
ロ
ナ
禍
で

も
存
続
で
き
る
新
た
な
飲
食
店
」。
ド
ラ
イ

ブ
ス
ル
ー
・
モ
バ
イ
ル
オ
ー
ダ
ー
・
配
膳
ロ

ボ
ッ
ト
な
ど
、
新
た
な
販
売
手
段
や
Ｄ
Ｘ
を

取
り
入
れ
た
。
中
で
も
肝
と
な
る
の
は
ド
ラ

イ
ブ
ス
ル
ー
だ
と
い
う
。
導
入
決
断
の
背
景

を
有
馬
氏
は
次
の
よ
う
に
明
か
す
。「
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代
に
店
を
ど
う
す
る
か
。
コ

ロ
ナ
禍
で
も
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て
い
る
の

は
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
。
そ
の
要
因
と
し
て
ド
ラ

イ
ブ
ス
ル
ー
が
あ
っ
た
。
他
に
ほ
と
ん
ど

や
っ
て
い
な
い
中
で
可
能
性
が
あ
る
の
な
ら

と
始
め
た
」。

全
国
的
に
も
珍
し
い
と
い
う
ト
ン
カ
ツ
の

ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
。
実
現
ま
で
に
は
試
行
錯

誤
が
重
ね
ら
れ
た
。
そ
の
一
つ
が
“
揚
げ
”

の
工
程
だ
。
イ
ー
ト
イ
ン
で
は
注
文
が
入
っ

て
か
ら
ト
ン
カ
ツ
を
揚
げ
始
め
る
が
、
ド
ラ

イ
ブ
ス
ル
ー
で
は
そ
の
時
間
を
待
た
せ
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
そ
こ
で
“
揚
げ
置
き
”

を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
し
た
。
15
分
置
い
て

も
品
質
が
落
ち
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
保

温
の
方
法
を
試
し
た
り
、
油
の
酸
化
を
防
ぐ

機
械
を
新
た
に
導
入
し
た
り
し
て
、
時
間
が

経
っ
て
も
お
い
し
さ
を
保
つ
方
法
が
見
つ

か
っ
た
。

一
方
、
Ｄ
Ｘ
に
も
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
進

め
て
い
る
。
店
内
で
使
う
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
の

開
発
は
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
行
っ
て
い
る
そ

う
だ
。「
普
通
は
、
大
企
業
が
開
発
し
た
シ

ス
テ
ム
を
買
っ
て
『
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
や
り

ま
す
』
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
が
、
そ
れ
で

は
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
、
う
ち
の
や
り
た
い
こ
と

が
で
き
な
い
。
だ
か
ら
シ
ス
テ
ム
と
組
ん
で

１
か
ら
や
っ
て
い
る
」
と
い
う
店
長
の
溝
尻

氏
。
シ
ス
テ
ム
開
発
の
経
験
は
な
い
が
、
客

が
使
い
や
す
い
シ
ス
テ
ム
を
目
指
し
、
日
々

改
良
を
重
ね
て
い
る
。
注
文
か
ら
決
済
ま
で

客
が
非
接
触
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で

な
く
、
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
、
顧
客
情
報
管
理
、

仕
入
れ
や
給
与
、
勤
怠
管
理
な
ど
全
て
を
一

元
化
す
る
予
定
だ
と
い
う
。

し
か
し
、
大
切
な
こ
と
は
忘
れ
て
い
な
い
。

「
D
X
化
が
進
む
と
、
一
見
無
機
質
な
雰
囲

気
に
は
な
る
が
、
人
間
に
し
か
で
き
な
い
料

理
の
塩
梅
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
は
変
わ
ら
ず
人

間
が
や
っ
て
い
き
た
い
。
私
た
ち
が
で
き
る

こ
と
は
“
美
味
し
く
調
理
す
る
こ
と
”
や

“
良
い
接
客
を
す
る
こ
と
”。
ス
タ
ッ
フ
に
は

実
際
に
食
べ
て
感
じ
て
も
ら
い
、
自
分
ご
と

と
し
て
お
客
様
に
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
も
ら
い
た
い
と
日
々
研
修
し
て
い
る
」
と

有
馬
氏
は
話
す
。

“
よ
り
よ
い
社
会
を
目
指
し
て
”

   

全
国
の
モ
デ
ル
に

新
店
舗
で
は
コ
ロ
ナ
時
代
の
新
た
な
社
会

課
題
に
も
向
き
合
っ
て
い
る
。
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
な
ど
で
使
う
容
器
の
ゴ
ミ
だ
。「
売
れ
た

ら
嬉
し
い
け
ど
『
僕
ら
ゴ
ミ
い
っ
ぱ
い
出
し

て
る
や
ん
』
み
た
い
な
と
こ
ろ
に
罪
悪
感
を

感
じ
る
」
と
い
う
有
馬
氏
。
こ
の
た
め
、
新

店
舗
で
使
う
容
器
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
部
分

を
古
紙
に
変
更
。
ゴ
ミ
と
し
て
出
る
の
は
ビ

ニ
ー
ル
の
汚
れ
た
部
分
だ
け
す
る
よ
う
に
し

た
。
コ
ス
ト
は
高
く
な
っ
た
が
「
社
会
の
た

め
」
を
考
え
て
決
断
し
た
と
い
う
。

「
う
ち
が
も
し
成
功
し
た
ら
、
他
社
さ
ん

も
真
似
し
て
も
ら
え
る
。
真
似
し
て
も
ら
っ

た
方
が
う
ち
と
し
て
は
自
信
に
も
な
る
。
全

国
の
飲
食
業
界
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
も
、

こ
こ
は
成
功
さ
せ
た
い
な
と
思
っ
て
い
る
」。

様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
る
マ
コ
コ
ロ
が
見

据
え
て
い
る
の
は
飲
食
業
界
全
体
の
未
来
だ
。

ト
ン
カ
ツ
で
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
!?

真
心
で
切
り
開
く 

コ
ロ
ナ
時
代
の
“
新
た
な
”
飲
食
店
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交
野
ケ
原
の
西
、
淀
川
べ
り
に
渚
が
あ
る
。

平
安
時
代
、
野
山
が
水
辺
に
迫
り
、
風
光
明

媚
な
地
で
あ
っ
た
ろ
う
。
天
皇
や
貴
族
ら
の

遊
猟
地
「
禁
野
」
へ
の
上
陸
地
で
も
あ
っ
た
。

長
岡
京
や
平
安
京
か
ら
、
高
貴
な
人
々
が
淀

川
を
下
り
、
渚
の
浜
に
や
っ
て
き
た
の
だ
。

そ
の
頃
、
こ
の
地
に
あ
っ
た
「
渚
院
」
の
う

た
か
た
の
歴
史
を
語
ろ
う
。

◇
世
の
中
に
た
え
て
桜
の
—
—
—

９
世
紀
末
、
五
十
五
代
文
徳（
も
ん
と
く
）

天
皇
は
権
力
を
強
め
た
藤
原（
北
家
）良
房
の

圧
力
を
受
け
第
四
皇
子
を
皇
太
子
と
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
惟
喬（
こ
れ
た
か
）親
王

（
8
4
4
～
９
7
）は
、
文
徳
天
皇
の
第
一
皇

子
で
あ
り
な
が
ら
、
良
房
の
娘
で
、
女
御
と

な
っ
た
明
子（
あ
き
ら
け
い
こ
）が
生
ん
だ
第

四
皇
子
、
惟
仁（
こ
れ
ひ
と
）親
王（
８
歳
で

即
位
。
8
5
8
、
清
和
天
皇
と
な
る
）に
そ

の
立
場
を
譲
る
。
生
後
わ
ず
か
８
カ
月
の
惟

仁
親
王
が
皇
太
子
と
な
り
、
惟
喬
親
王
は
皇

位
に
就
け
な
か
っ
た
。
親
王
の
母
親
が
紀
氏

の
出
で
、
藤
原
氏
で
な
か
っ
た
た
め
と
い
う
。

皇
位
を
継
げ
な
か
っ
た
悲
運
の
親
王
が
、

失
意
の
日
々
を
晴
ら
す
た
め
訪
れ
た
の
が
、

交
野
ケ
原
の
水
辺
の
別
荘（
同
情
し
た
文
徳

天
皇
か
ら
譲
ら
れ
た
と
も
い
う
）「
渚
院（
渚

の
院
）」
で
あ
る
。
あ
た
り
は
、
歴
代
の
天

皇
が
度
々
、
遊
猟
を
行
っ
た
「
禁
野
」
に
近

く
、
澄
ん
だ
水
辺
と
そ
の
背
後
の
野
山（
渚

岡
）の
美
し
さ
に
ず
い
ぶ
ん
慰
め
ら
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。
親
し
い
友
人
た
ち
と
や
っ
て
き

て
、
鷹
狩
を
楽
し
み
、
酒
を
酌
み
交
わ
し
、

歌
会
に
ふ
け
っ
た
。
友
人
の
ひ
と
り
、
在

原
業
平（
あ
り
わ
ら
の
な
り
ひ
ら
）が
、

親
王
の
気
持
を
く
み
「
渚
院
」
の
庭

に
咲
く
桜
を
詠
っ
た
の
が
、
あ
の
有

名
な
和
歌
で
あ
っ
た
。

　
世
の
中
に
た
え
て
桜
の
な
か
り
せ
ば

　
春
の
心
は
の
ど
け
か
ら
ま
し

在
原
業
平

（
の
ど
か
な
春
の
日
に
爛
漫
と
咲
く
桜
の

華
麗
さ
、
そ
れ
が
や
が
て
散
っ
て
し
ま
う
は

か
な
さ
と
も
の
悲
し
さ
）

―「
渚
院
」
枚
方
市
教
育
委
員
会
よ
り
―

親
王
は
29
歳
で
出
家（
8
7
2　

8
9
7

没
）し
、
洛
北
小
野
に
隠
棲
、
渚
を
訪
れ
る

こ
と
も
な
く
、
ま
た
若
年
の
天
皇
が
続
い
た

た
め
か
、「
禁
野
」
で
遊
猟
す
る
貴
人
も
し

ば
ら
く
途
絶
え
た
よ
う
で
あ
る
。「
渚
院
」

は
放
置
さ
れ
、
荒
廃
す
る
。

◇
親
王
と
愛
鷹
の
伝
説

枚
方
小
学
校（
枚
方
上
之
町
）の
校
門
前
の

道
を
南
に
行
く
と
「
鷹
塚
山
」
が
あ
る
。
筆

者
が
若
い
頃
、
こ
の
小
丘
が
古
墳
の
よ
う
だ

と
い
う
話
が
あ
っ
た
が
、
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
、
弥
生
の
高
地
性
集
落
の
遺
跡
で
あ
っ
た
。

昭
和
40
年
頃
、
雑
木
が
繁
っ
た
斜
面
を
少
し

ほ
じ
く
れ
ば
弥
生
の
土
器
片
が
出
て
き
た
も

の
で
あ
る
。
丘
上
に
特
徴
の
あ
る
円
柱
形
の

旧
高
区
配
水
池
が
あ
り
、
台
座
の
あ
る
「
鷹

塚
山
」
と
い
う
大
き
な
石
碑
が
建
っ
て
い

た
。
誰
が
い
つ
建
立
し
た
も
の
か
、「
朝
日

新
聞
記
事
集
成
」（
枚
方
市
）を
見
る
と
、
明

治
44
年（
1
9
1
1
）、
枚
方
で
開
か
れ
た

「
観
光
く
ら
わ
ん
か
」
の
際
、
こ
こ
で
大
茶

会
を
開
か
れ
た
と
の
こ
と
。
そ
の
昔
、
親
王

が
可
愛
が
っ
て
い
た
鷹
が
死
ん
だ
と
き
、
こ

の
地
に
手
厚
く
葬
っ
た
と
い
い
、
悲
劇
の
親

王
を
悼
み
、
丘
を
「
鷹
塚
山
」
と
名
付
け
た

と
い
う
伝
承
が
あ
っ
た
。
お
茶
会
の
メ
ン

バ
ー
ら
が
そ
の
伝
承
を
顕
彰
し
、
こ
の
碑
を

建
立
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
昭
和
６
年

（
1
9
3
1
）、
昭
和
天
皇
の
弟
、
秩
父
宮
が

高
槻
の
工
兵
隊
入
隊
で
万
里
荘（
伊
加
賀
北

町
に
あ
っ
た
。
跡
地
に
建
っ
た
マ
ン
シ
ョ
ン

前
に
秩
父
宮
逗
留
の
記
念
碑
が
あ
る
）に
逗

留
し
た
と
き
、
枚
方
名
所
の
写
真
集
の
１
枚

と
し
て
、
こ
の
「
鷹
塚
山
」
碑
の
写
真（「
枚

方
宿
の
今
昔
」
宿
場
町
枚
方
を
考
え
る
会
）

が
献
上
さ
れ
た
。
長
く
放
置
さ
れ
て
い
た
が
、

最
近
、
水
道
局
の
鷹
塚
山
配
水
池
の
建
て
替

え
が
完
了
し
、
一
角
に
「
鷹
塚
山
」
碑
が
再

建
さ
れ
た
。
台
座
が
な
い
の
が
い
さ
さ
か
物

足
り
な
い
が
、
惟
喬
親
王
を
偲
ぶ
こ
と
が
で

き
る
。（
写
真
①
、
再
建
さ
れ
た
「
鷹
塚
山
」

碑
、
高
塚
町
、
枚
方
公
園
駅
か
ら
東
へ
坂
道

を
徒
歩
で
約
20
分
上
る
）

河
内
名
所
図
会
「
牧
方
萬
年
寺
」
の
項

に
、「
鷹
松
」
が
描
か
れ
て
い
る
の
も
、
親

王
の
愛
鷹
が
飛
来
し
た
松
と
い
う
伝
承
で
あ

り
、
枚
方
の
あ
ち
こ
ち
に
こ
う
し
た
惟
喬
親

王
伝
説
が
残
る
。（
参
考
図
、
享
和
元
年　

1
8
0
1
、
河
内
名
所
図
会
「
惟
喬
親
王
鷹

狩
」
の
項
）

◇
貫
之
、「
渚
院
」
を
偲
ぶ

惟
喬
親
王
隠
棲
か
ら
、
半
世
紀
後
、
土
佐

の
国
司
で
あ
っ
た
紀
貫
之
は
任
期
満
ち
て
京

都
に
帰
る
。
貫
之
は
、
紀
行
文
「
土
佐
日

記
」
を
残
す
。
承
平
５
年（
9
3
5
）２
月
９

日
、
帰
還
の
船
は
淀
川
を
曳
か
れ
枚
方
の
渚

ま
で
上
る
。
貫
之
は
、
こ
こ
で
荒
れ
は
て
た

「
渚
院
」
を
、
船
上
か
ら
、
間
近
に
の
ぞ
む
。

後
方
の
渚
岡
に
は
松
が
茂
り
、
人
気
の
絶
え

た
院
跡
の
中
庭
に
は
梅
の
花
が
人
知
れ
ず
咲

い
て
い
た
と
い
う
。
貫
之
は
、
業
平
の
あ
の

名
歌
を
朗
々
と
歌
い
、
親
王
の
時
代
を
偲
び
、

自
ら
も
和
歌
を
詠
む
。

　
千
代
経
た
る
松
に
は
あ
れ
ど
古
へ
の

　
声
の
寒
さ
は
変
は
ら
ざ
り
け
り

　
紀
貫
之

（
☆
長
い
年
月
を
経
た
老
松
で
は
あ
る
が
、

澄
ん
だ
美
し
い
松
風
の
音
は
い
ま
も
な
お
変

わ
ら
な
い
。
院
は
変
わ
り
果
て
て
し
ま
っ
た

の
に
）

（
参
考
、「
新
日
本
古
典
文
学
全
集
」）

◇
カ
リ
ス
マ
上
皇
、
交
野
で
鷹
狩

平
安
の
世
は
終
わ
り
、
鎌
倉
時
代
初
め
、

建
仁
３
年（
1
2
0
3
）10
月
、
後
鳥
羽
上
皇

（
以
下
、「
上
皇
」
と
い
う
）が
交
野
ケ
原
の

「
禁
野
」
で
鷹
狩
を
行
う
。
久
し
ぶ
り
の
上

皇
の
遊
猟
で
あ
っ
た
。
文
武
に
優
れ
、
カ
リ

ス
マ
の
よ
う
な
上
皇
は
、
和
歌
を
深
く
愛
し
、

「
新
古
今
和
歌
集
」
の
編
纂
を
命
じ
た
。

藤
原
定
家
ら
と
と
も
に
、
自
ら
も
選

歌
を
行
い
、
元
久
２
年（
1
2
0
5
）

３
月
、
ほ
ぼ
完
成
。
そ
の
疲
れ
を
癒

す
た
め
、
翌
４
月
、
上
皇
は
、
三
島

の
水
無
瀬
宮
か
ら
、「
渚
院
」
に
渡
る
。

定
家
の
「
明
月
記
、
４
月
27
日
の
条
」

で
記
載
さ
れ
て
い
る
。
御
幸（
ご
こ

う
）と
あ
っ
て
、「
渚
院
」
は
大
層
な
修
復
が

行
わ
れ
、
渚
岡
を
背
景
に
、
美
し
い
御
殿
が

水
辺
に
映
え
た
で
あ
ろ
う
。
翌
５
月
、
上
皇

は
再
び
交
野
に
向
か
い
、「
禁
野
」
で
遊
猟

し
、「
渚
院
」
に
宿
泊
す
る
。
よ
ほ
ど
渚
が

気
に
入
っ
た
の
だ
。
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ

「
鎌
倉
殿
の
13
人
」
で
和
歌
を
詠
み
、
策
謀

好
き
な
上
皇
を
演
じ
る
尾
上
松
也
の
あ
の
名

演
技
を
想
像
さ
れ
た
い
。
鷹
狩
り
姿
の
上
皇

が
、
雅
な
人
々
を
引
き
連
れ
て
渚
に
や
っ
て

き
た
の
だ
。

こ
の
後
、
上
皇
の
後
半
生
は
一
変
す
る
。

承
元
２
年（
1
2
0
8
）９
月
、
交
野
ケ
原

御
幸
の
時
、
中
宮
の
交
野
御
堂（
百
済
寺
の

こ
と
）で
供
養
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
記
録
に

「
上
皇
密
々
御
幸
あ
り
」
と
記
載
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
、
討
幕
計
画
の
工
作
を
し
た
と
の

説
で
あ
る
。
も
し
そ
う
な
ら
、「
百
済
寺
」

が
「
承
久（
じ
ょ
う
き
ゅ
う
）の
乱
」
謀
議
の

場
だ
っ
た
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、
源
実
朝

が
三
代
将
軍
に
つ
い
た
の
は
、
建
仁
３
年

（
1
2
0
3
）の
こ
と
で
、
間
も
な
く
実
朝
は

和
歌
に
凝
り
、
定
家
や
上
皇
に
近
づ
き
、
上

皇
は
実
朝
を
引
き
込
み
、
政
略
で
朝
権
の
回

復
を
め
ざ
し
た
。
こ
の
時
点
で
武
力
で
の

幕
府
打
倒
を
考
え
て
い
た
か
は
微
妙
で
あ

る
。
実
朝
が
暗
殺（
1
2
1
9
）さ
れ
、
後
継

将
軍
の
擁
立
騒
動
の
中
で
、
上
皇
は
幕
府
か

ら
朝
権
を
奪
い
か
え
す
べ
く
、
敢
然
、「
承

久
の
乱
」（
1
2
2
1
）を
引
き
起
こ
す
。
惜

し
く
も
上
皇
側
に
兵
が
集
ま
ら
ず
敗
北
、
上

皇
は
隠
岐
に
遠
流（
お
ん
る
）と
な
る
。
世

は
武
士
の
時
代
に
な
っ
て
い
た
の
だ
。
The 

N
O
R
T
H 

12
月
号
が
出
る
こ
ろ
に
は
、
ド

ラ
マ
の
「
承
久
の
乱
」
は
終
結
し
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
。
水
無
瀬
で
の
華
や
か
な
暮
ら

し
や
30
回
を
こ
え
る
熊
野
詣
、「
禁
野
」
で

の
遊
猟
な
ど
、
華
麗
な
前
半
生
を
偲
び
、
厳

し
い
生
活
を
日
々
感
じ
な
が
ら
、
上
皇
は
そ

の
生
涯
を
隠
岐
で
閉
じ
る（
1
2
3
9
）。
悲

痛
な
歌
一
首
。

　
我
こ
そ
は
新
島
守（
に
ひ
し
ま
も
り
）よ

　
隠
岐（
お
き
）の
海
の

　
あ
ら
き
な
み
風
心
し
て
吹
け後

鳥
羽
上
皇

（
参
考
、「
隠
岐
の
後
鳥
羽
院
抄
」
よ
り
）

◇
尚
庸
、「
渚
院
」
跡
を
整
備

院
跡
に
は
い
つ
の
頃
か
「
渚
院
観
音
寺
」

が
建
て
ら
れ
、
近
世
に
入
っ
て
傍
ら
に
小
倉

の
旧
粟
倉
神
社
の
御
旅
所
が
設
け
ら
れ
る
。

19
世
紀
初
め
、
近
世
「
渚
院
」
跡
の
光
景
が

「
河
内
名
所
図
会
」
に
描
か
れ
て
い
る
。

寛
文
元
年（
1
6
6
1
）、
渚
村
等
の
領

主
と
な
っ
た
の
が
、
淀
藩
主
永
井
尚
政

（
10
万
石
）の
子
、
尚
庸（
な
お
つ
ね
）で
あ
る
。

２
万
石
を
分
与
さ
れ
た
尚
庸
は
渚
山
に
御
殿

を
つ
く
る
。
こ
れ
が
「
御
殿
山
」
地
名
の
始

ま
り
で
あ
る
。
尚
庸
は
、
自
領
に
あ
る
名
勝

「
渚
院
」
跡
の
荒
廃
を
嘆
き
、
観
音
寺
と
境

内
を
整
備
し
、
桜
を
植
樹
、
そ
の
名
を
再
び

世
に
高
め
る
た
め
「
河
州
交
野
渚
院
碑
」
を

家
臣（
杉
井
吉
通
）に
建
立
さ
せ
る
。
撰
文

は
、
親
友
、
林
羅
山
の
三
男
、「
向
陽
林
子
」

林
鵞
峰
に
依
頼
し
た
。
風
化
で
判
読
困
難
で

あ
っ
た
が
、
地
元
の
心
あ
る
人
々
の
努
力
で

翻
刻
碑
が
建
立
さ
れ
た
。
尚
庸
は
、
そ
の
後
、

江
戸
に
移
り
、
歴
代
、
転
封
を
重
ね
、
加
納

藩（
岐
阜
県
）三
万
二
千
石
で
明
治
を
迎
え
る
。

（
写
真
②
、「
渚
院
址
」
碑
、
大
阪
府
建
立
）

「
渚
院
」
跡（
渚
元
町
９
番
、
御
殿
山
駅
か

ら
北
へ
徒
歩
で
約
10
分
）を
訪
ね
る
と
、
瓦

葺
の
鐘
楼
と
鐘
、
歌
碑
等
が
あ
る
の
み
。
明

治
２
年（
1
8
6
9
）「
渚
院
観
音
寺
」
は
、

神
仏
分
離
の
嵐
の
中
廃
寺
と
な
り
、
明
治
23

年（
1
8
9
0
）本
堂
は
禁
野
の
和
田
寺
に
、

本
尊
の
十
一
面
観
音
像
も
渚
の
西
雲
寺
観
音

堂
に
移
さ
れ
た
。

文
政
年
間
、
渚
村
は
御
旅
所
に
「
八
幡

宮
」
を
勧
請
し
西
粟
倉
神
社
と
す
る
。
明
治

２
年（
1
8
6
9
）廃
寺
と
同
年
、「
西
粟
倉

神
社
」
は
社
殿
を
渚
山
上
に
造
営
し
、
翌
３

年
、
遷
座
、「
御
殿
山
神
社
」
と
改
称
し
現

在
に
至
る
。

（
参
考
、「
枚
方
市
史
第
２
巻
」「
郷
土
枚

方
の
歴
史
」
枚
方
市
、「
渚
院
」
枚
方
市
教

育
委
員
会
）

悲
運
の
親
王鷹

狩
や
歌
会

宿
場
町
枚
方
を
考
え
る
会
元
会
長 

堀
家
啓
男

交
野
ケ
原
編

North Notes of Historia

①再建された「鷹塚山」碑

②「渚院址」碑

河内名所図会「惟喬親王鷹狩」の項



令
和
４
年
度
も
北
大
阪
商
工
会
議
所
青
年

部（
以
下
「
北
大
阪
Y
E
G
」）は
沢
山
の
新

入
会
員
が
入
会
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回

は
、
柿
丸
会
長
と
本
年
度
入
会
者
の
陳 
飛

く
ん
・
野
村
広
子
く
ん
・
植
田
真
理
子
く
ん

の
３
名
を
お
招
き
し
て
対
談
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
北
大
阪
Y
E
G
と
は
ど
の
よ
う
な

団
体
な
の
か
、
北
大
阪
Y
E
G
活
動
に
お
い

て
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
新
入
会
員
が
質
問
し
、

柿
丸
会
長
に
お
答
え
い
た
だ
い
た
対
談
内
容

を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

陳
く
ん
：
柿
丸
会
長
は
入
会
さ
れ
て
何
年
目

で
す
か
？
ま
た
入
会
さ
れ
て
一
番
良
か
っ
た
と

感
じ
た
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

柿
丸
く
ん
：
入
会
し
て
か
ら
７
年
経
ち
ま
す
。

入
会
し
て
良
か
っ
た
こ
と
で
す
が
、
前
提
と
し

て
、
私
が
仕
事
を
す
る
上
で
い
つ
も
大
事
に

す
る
こ
と
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
前
に
人
間
関
係

の
構
築
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

理
由
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
え
ど
も
結
局
は
人

と
人
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
延
長
線
上
に

ビ
ジ
ネ
ス
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
そ
う
い
っ
た
人
と
な
り
知
る
と
い
う
側
面

か
ら
も
Y
E
G
活
動
で
は
、
担
当
例
会
や
委

員
会
な
ど
で
一
緒
に
物
事
を
作
り
上
げ
、
一

緒
に
汗
を
か
く
機
会
が
多
い
の
で
、
人
間
関

係
を
構
築
し
て
い
け
る
チ
ャ
ン
ス
が
沢
山
あ

り
ま
す
。
積
極
的
な
Y
E
G
活
動
を
通
し
て

心
の
繋
が
り
が
で
き
れ
ば
、
相
手
を
よ
り
信

頼
で
き
仕
事
に
繋
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

単
会
と
し
て
4
0
0
人
を
超
え
る
メ
ン

バ
ー
を
抱
え
る
北
大
阪
Y
E
G
で
す
の
で
、

様
々
な
業
種
の
方
と
知
り
合
う
機
会
も
多
い

で
す
。
そ
の
中
で
、
新
規
の
販
路
開
拓
や
売

上
向
上
と
い
っ
た
側
面
か
ら
だ
け
で
な
く
、

メ
ン
バ
ー
同
士
の
情
報
共
有
や
情
報
交
換
の

場
と
し
て
も
北
大
阪
Y
E
G
活
動
は
非
常
に

プ
ラ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
こ
そ
私
の

企
業
規
模
よ
り
遥
か
に
大
き
い
方
も
沢
山
居

ま
す
。
経
営
者
と
い
え
ど
も
自
分
で
イ
マ
ジ

ネ
ー
シ
ョ
ン
し
て
新
し
い
物
事
を
作
り
上
げ

る
の
は
、
な
か
な
か
難
し
い
で
す
。
そ
う

い
っ
た
時
に
、
北
大
阪
Y
E
G
内
で
成
功
者

を
自
分
な
り
に
発
見
し
て
会
社
経
営
の
方
法

を
学
ん
だ
り
、
業
績
を
伸
ば
し
て
い
る
企
業

を
自
分
な
り
に
リ
サ
ー
チ
し
、
そ
の
方
た
ち

と
話
す
こ
と
で
仕
事
の
や
り
方
を
学
び
、
真

似
す
る
こ
と
に
よ
り
、
実
際
に
会
社
の
業
績

が
上
が
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

青
年
部
活
動
の
目
的
で
も
あ
り
ま
す
が
、

北
大
阪
Y
E
G
は
次
代
の
地
域
経
済
を
担
う

若
手
経
営
者
・
後
継
者
の
相
互
研
鑽
の
場
と

し
て
、
ま
た
、
青
年
経
済
人
と
し
て
資
質
の

向
上
と
会
員
相
互
の
交
流
を
通
じ
て
、
企
業

の
発
展
と
豊
か
な
地
域
経
済
社
会
を
築
く
と

い
う
こ
と
を
学
べ
る
素
晴
ら
し
い
場
所
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
毎
月
行
わ
れ
て
い
る
例
会

で
は
、
成
功
し
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

学
べ
た
り
、
様
々
な
分
野
で
成
功
し
て
い
る

方
が
話
し
て
下
さ
る
の
で
、
知
ら
な
い
こ
と

も
沢
山
あ
り
、
学
び
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
他
に
も
、
商
工
会
議
所
か
ら
も
経
営
の
プ

ラ
ス
と
な
る
よ
う
な
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
も
受

け
ら
れ
ま
す
の
で
、
新
入
会
員
の
皆
さ
ん
も

大
い
に
活
用
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

陳
く
ん
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
業
種

に
こ
だ
わ
ら
ず
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
と
積
極

的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

野
村
く
ん
：
組
織
図
や
年
間
の
活
動
な
ど
エ

ン
ジ
ェ
ル
タ
ッ
チ
を
見
て
も
新
入
会
員
に
は
わ

か
り
に
く
い
所
が
あ
る
の
で
、
サ
ポ
ー
ト
し
て

も
ら
え
る
体
制
は
何
か
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

柿
丸
く
ん
：
本
年
度
で
し
た
ら
会
員
研
修
委

員
会
、
会
員
拡
大
委
員
会
が
様
々
な
部
分
で

の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
お
り
ま
す
。
新
入
会
員

メ
ン
バ
ー
の
「
わ
か
り
に
く
い
」
と
い
う
質

問
は
我
々
の
課
題
で
も
あ
り
、
考
え
直
さ
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
。
今
後
、
新
入
会
員
メ
ン

バ
ー
が
わ
か
り
や
す
く
事
業
に
参
加
し
や
す

い
体
制
や
環
境
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

野
村
く
ん
：
折
角
会
員
に
な
っ
て
沢
山
の
機

会
が
広
が
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
の
に
、
わ
か

ら
な
い
ま
ま
に
し
て
お
く
の
は
勿
体
な
い
と

思
い
ま
す
。
具
体
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら

え
る
こ
と
が
あ
れ
ば
色
ん
な
こ
と
が
言
い
や

す
く
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
仕
事

と
は
人
と
の
繋
が
り
で
あ
り
、
普
段
か
ら
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
そ
の
結
果
、

仕
事
の
成
果
が
出
せ
る
こ
と
が
大
き
な
こ
と

と
思
っ
て
い
ま
す
。
北
大
阪
Y
E
G
は
、
そ

れ
が
で
き
る
場
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
仕
事
と
委
員
会
活
動
を
両
立
す
る
こ

と
の
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
し
て
い
る
メ
ン

バ
ー
も
多
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
も
っ

と
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

植
田
く
ん
：
本
年
度
の
一
番
大
き
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
何
で
す
か
。

柿
丸
く
ん
：
難
し
い
で
す
ね
。
事
業
は

歯
車
の
よ
う
に
繋
が
っ
て
い
て
、
相
対

的
な
歯
車
に
な
っ
て
目
標
に
向
か
っ
て

い
く
と
い
う
物
事
の
考
え
を
私
は
持
っ

て
い
ま
す
。
本
年
度
は
40
周
年
記
念
事

業
を
始
め
、
様
々
な
節
目
の
年
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
沢
山
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
人

員
や
予
算
規
模
で
は
一
番
大
き
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
11
月
に
行
わ
れ
る
全
国
会

長
研
修
会
で
す
。
全
国
か
ら
経
営
者
が

集
ま
っ
て
の
事
業
は
な
か
な
か
機
会
が

な
い
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
下
さ
い
。

植
田
く
ん
：
北
大
阪
Y
E
G
に
お
け
る

今
後
の
柿
丸
会
長
が
思
う
ビ
ジ
ョ
ン
を

教
え
て
下
さ
い
。

柿
丸
く
ん
：
現
在
、
北
大
阪
Y
E
G
は

4
0
7
名
の
会
員
が
お
ら
れ
ま
す
。
私
は
今
、

会
長
と
い
う
役
職
に
就
い
て
お
り
ま
す
が
、

私
が
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
は
メ
ン

バ
ー
間
で
の
経
済
を
も
っ
と
活
性
化
さ
せ
て

い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
個
人
で
は
で
き
な

い
こ
と
を
商
工
会
議
所
で
は
地
域
経
済
を
回

し
て
い
け
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー

の
事
業
が
う
ま
く
い
き
、
一
人
ひ
と
り
が
充

実
し
、
地
域
経
済
を
活
性
化
す
る
活
動
を
し

て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

一
同
：
柿
丸
会
長
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
!!

左から植田真理子くん、野村広子くん、柿丸 裕会長、陳 飛くん

16 The NORTH 2022 December The NORTH 2022 December 15

青年部 Young Entrepreneurs Group Information 青年部http://kitaosaka-yeg.jp/

北大阪商工会議所 青年部北大阪商工会議所 青年部

〒573-1159　枚方市車塚１丁目１番１号 輝きプラザ「きらら」６Ｆ 枚方市立地域活性化支援センター内
TEL：072-843-5163　FAX：072-841-0173　北大阪商工会議所青年部事務局　http://kitaosaka-yeg.jp/

ご興味のある方は
こちらへ　　

令和４年度スローガン

令和４年度会長　柿 丸 　 裕

OPEN A NEW ERA！新時代を切り開け！

商工会議所青年部【YEG】は
次代の地域経済を担う
若手経営者の集まりです。

会員募集

せいしょう

青年部ニュース
発　行

北大阪商工会議所
青年部　広報委員会

北
大
阪
商
工
会
議
所
青
年
部

柿
丸
会
長 

＆ 

新
入
会
員
対
談

第266号

Young Entrepreneurs
 Group Informaition



お問い合わせ　まいぷれ事務局　TEL：072-841-1200

◆LINEからのニュース投稿機能について！ ◆プレゼント特集（ご提供頂ける事業所）募集

LINEから手軽にニュース作成と投稿が出来ます！
ぜひ、ご活用ください！

地域ポータルサイトのプレゼントコーナー!!
プレゼント提供を頂ける事業所様を募集中。
コーナーでは、屋号と事業内容について
無料掲載させて頂きます。
https://hirakata.mypl.net/article/present_kitaosakaランチ、デザートなどのイチオシ特集に参加しませんか

◆イチオシ特集・掲載募集 掲載無料！

枚方市産業振興キャラクター
ひこぼしくんまいぷれ通信まいぷれ通信

地域ポータルサイト

交野市産業PRキャラクター
おりひめちゃん

寝屋川市のマスコットキャラクター
はちかづきちゃん

こんな情報発信しています

会員の皆様が知っている何気ない情報、地元の人に知ってほしいとっておきの話。「まいぷれ」を使えばみんなに伝えられます。
それを知った誰かが、もっと街を好きになれるはずです。まいぷれは、地域に密着した情報をホームページでお届けしています。

まいぷれでまいぷれで

新築・リフォームともに、現在よりも住み心地がよい家を提案
できるよう、施工方法や工事金額などを希望に応じて、じっく
りと打ち合わせをいたします。
決められた予算の中で、ご希望通りのカタチがつくれるか、匠
や職人の知恵と豊富な経験からアドバイスもいたします。
何度も思考を凝らし、数々の現場を知っているからこその経験
豊富な技術者がしっかりとあなたのご要望にお応えします。

-----ポータルサイト活用について、感想をお聞かせください。
まいぷれのニュースでは、新築やリフォーム工事の様子をご紹介しています。
当社は、『どこにも負けない良質の工事』 を心がけております。

「シンセイ・トラストに任せておけば安心できるね」といっていただけるように、地域に密着し
た建築のプロとして、みなさまの信頼にお応えできるよう努力してまいります。
-----‌�新築・リフォーム シンセイ・トラスト㈱　松本 様 お声を聞かせて頂きありがとうございました。

〜 新築・リフォーム シンセイ・トラスト㈱ 〜

地域ポータルサイトを活用しませんか？

名　　称　新築・リフォーム シンセイ・トラスト㈱
住　　所　〒573-1127 枚方市上島町５-20
電話番号　072-380-4602 ひらかたポイント協力店
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Local information Local Information

　当所と枚方信用金庫は、管内の中小企業支援充実と地域産業の振興を図るため、枚方市・寝屋川市・交野市
と３者連携協定を結びました。今後、組織的な相互支援体制を強化するなどスピード感をもって中小企業の支
援を充実させ、連携協定事項に係る具体的な取り組みを実施していきます。
　今般は連携事業のひとつとして推進していく枚方信用金庫と当所で連携する融資制度をご紹介します！

北大阪商工会議所 地域振興課 制度融資担当
☎072-843-5152╱FAX 072-841-0173

大阪府制度融資  開業サポート資金
【地域支援ネットワーク型】

融資限度額：3,500万円
利　　　率：1.２％
※女性・若者・シニア・UIJターン特例は1.0％

融 資 期 間：７年以内
据 置 期 間：12か月以内
信用保証料率：0.5％
担　　　保：不要

大阪府制度融資  小規模企業サポート資金
【地域支援ネットワーク型】

融資限度額：2,000万円
利　　　率：1.4％
融 資 期 間：７年以内
据 置 期 間：６か月以内
信用保証料率：0.5～2.2％
担　　　保：原則不要

創 業 支 援 小規模事業者支援

お 申 し 込 み
お問い合わせ

ぜひお気軽に
お問い合わせください

北大阪商工会議所と枚方信用金庫が
連携して管内事業所を強力にサポート！

管内３市（枚方市・寝屋川市・交野市）・北大阪商工会議所・枚方信用金庫との連携協定事業



枚方市尊延寺899-2

お気軽にマイクロバスを使ってみませんか？

有限会社山口バス
0120-84-3306

定期便契約承ります

〒571-0074 大阪府門真市宮前町8-9
TEL：072-881-3306　FAX：072-881-3344
E-mail：info@yamaguchi-bus.jp
http://www.yamaguchi-bus.jp

〈トヨタ〉ハイエースコミューター
定員14名 〈三菱〉ローザ（トランク付き） 定員24名

〈三菱〉ローザ 定員25名 〈三菱〉エアロミディ
定員24名

少人数での送迎や観光に… 各種送迎に… 旅行や観光に…
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Supported by Supported by

00

29,300

NV150AD DX

S

20,300 15,000

25,800

22,000

VF12
LDF-VR2E26

43

SAN ESU MOTORS

（例） チラシ／A4サイズ／片面カラー／1,000枚 ＠9.5円（税込10.45円）〜

https://www.daicolo.co.jp
大阪本社／〒573-1132 枚方市招提田近２-８ Tel.072-850-0771㈹　東京支社／札幌支店／仙台支店／名古屋支店／広島支店／福岡支店

072-867-3436ダイコロ株式会社 
大阪本社営業２課お気軽にお問い合わせください

ISO14001：2015 大阪本社・工場

・ヒアリング ・ご提案 ・撮影 ・編集 ・デザイン ・印刷 ・製本 ・配送
企画 デザイン 印刷・納品

企画からデザイン、印刷・納品まで
トータルにサポート！！

枚方・交野
寝屋川 

エリア限定

印刷物・ノベルティ商品
制作キャンペーン

ダイコロならではのスクールアルバムで培った高品質印刷!



会 員 限 定
折込広告・広告掲載サービス 北大阪商工会議所北大阪商工会議所  3,500会員3,500会員ににPRPRしませんか！しませんか！
会報誌『The NORTH』は、北大阪商工会議所の皆さまをはじめ、官公庁や全国主要
商工会議所等3,600社・団体に送付しています。
会員企業の皆様に直接お届けしますので、企業・団体向けのPRに最適です。

《こんなPRはいかがですか？》
◆ 自社PR・事業内容のご案内　　◆ 新商品・新サービスのご案内
◆ 各種イベント、セミナー等のご案内　　◆ 季節商品・各種宴会プランのご案内 　など

※‌�なお、会報誌に同封・掲載に際しては所内での審査が必要となりますので、あらかじめご了承ください。

お申込み・お問合せは 北大阪商工会議所 総務部 総務課　
〒573-1159 枚方市車塚１-１-１　輝きプラザきらら６階　枚方市立地域活性化支援センター内
ＴＥＬ 072-843-5151　ＦＡＸ 072-841-0173

広告チラシ同封サービス 折込料金（１種類あたり）
サイズ B5 A4 B4（２つ折） A3（２つ折）

会　　員 41,800円 62,700円 83,600円 125,400円

会員以外 83,600円 104,500円 167,200円 209,000円

広告掲載サービス 広告掲載料（月額）
場所 / サイズ １ページ 1/2ページ 1/4ページ

表紙裏 44,000円

背表紙裏 38,500円

記事中 28,600円 14,300円 7,150円

プレスリリースとは、報道機関に向けて情報の提供・告知・発表を行うことです。「プレス」は報道機関、「リ
リース」は提供・告知・発表を意味しています。このプランでは北大阪商工会議所がお申込みいただいた事業所の
紹介記事をライティングし、取りまとめて告知を発表することにより、公のプレスにアプローチすることができ
ます。各種報道機関の目に留まれば、テレビや新聞、ラジオなどに貴社の情報が掲載されるかもしれません。ま
た、基本メニューとして当所のウェブサイトにプレスの内容を掲載させていただきますので、自社のウェブ上の告
知としてご活用いただくこともできます。

当プランでは、同時に北大阪商工会議所の公式LINEアカウントでの広告や会報誌での広告も連動できます。残
念ながら報道機関に取り上げられなかった場合でも3,600の会員企業や北大阪の企業人1,500人の端末へダイレ
クト広告を発信することができます。この機会にぜひご活用ください！

プレスリリースサービス、LINE広告を始めます！
北大阪商工会議所

お申込みは↓までご連絡を！
詳細をご連絡させていただきます。

北大阪商工会議所 総務部
The NORTH 編集室

TEL：072-843-5151　FAX：072-841-0173　Mail：north@kocci.or.jp※必ず報道機関に取り上げられることを保証するものではございませんのでご了承ください。

料金
　33,000円／回（税込）
頻度・締切
‌�　月１回、毎月15日締め切り、
　毎月１日発信

プラン④

プレス
リリース

North Web
サイト掲載

ウェブ上に告知のベースを
掲載したい方におススメ！

料金
　33,000円／回（税込）
頻度・締切
　月１回、毎月15日締め切り、
　毎月１日発信

プラン⑤

LINE
広告

North Web
サイト掲載

低コストで迅速なB to B
広告をご希望の方におススメ！

料金
　99,000円／回（税込）
頻度・締切
　月１回、毎月15日締め切り、
　毎月１日発信

プラン①

プレス
リリース

LINE
広告

North Web
サイト掲載

会報チラシ
折込

おススメ！
29,700円お得！

料金
　88,000円／回（税込）
頻度・締切
‌�　月１回、毎月15日締め切り、
　毎月１日発信

プラン②
プレス

リリース
LINE
広告

North Web
サイト掲載

会報誌
広告※

おススメ！
22,000円お得！

※表２もしくは表３、枠に空きがある月のみ可能

料金
　55,000円／回（税込）
頻度・締切
‌�　月１回、毎月15日締め切り、
　毎月１日発信

プラン③

プレス
リリース

LINE
広告

North Web
サイト掲載

おススメ！
11,000円お得！

会員事業所限定!!

肉の松阪サンプラザ店にテーブル個室が誕生

営業時間
11：00～14：30
17：00～21：00

世紀の予算額！ 事業再構築補助金
一緒に将来へのビジョン、事業計画、策定しませんか！
（認定経営革新等支援機関　第8号認定2013年8月15日）
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〒573-1159 枚方市車塚１丁目１-１ 輝きプラザ「きらら」６Ｆ 枚方市立地域活性化支援センター内
TEL：072-843-5151　FAX：072-841-0173　Mail：north＠kocci.or.jp

TheNORTH

1 位　運動脳	 アンデシュ・ハンセン著(サンマーク出版 ¥1,650)

2 位　安倍晋三総理が闘った朝日と文春
	 花 田 紀 凱 著(産経新聞出版 ¥968)

3 位　自民党の統一教会汚染追跡3000日
	 鈴木エイト 著(小学館 ¥1,760)

4 位　宿命	 安 倍 洋 子 著(文藝春秋 ¥1,760)

5 位　日中友好侵略史	 門 田 隆 将 著(産経新聞出版 ¥1,760)

地 域の統計

新規求人倍率

1.9
2.1
2.3

1.7
1.5
1.3
1.1
0.9
0.7

管内

大阪

全国

1.46

2.27
2.502.5

2.7
2.9
3.1

４月 ９月８月７月６月R４.３月
管内については原数値、大阪・全国については季節調整値

有効求人倍率

1.0

1.2
1.4

0.8

0.6

0.4

全国
大阪

管内 0.73

1.34
1.31

1.41.4

1.6

1.8

2.0

４月 ９月８月７月６月R４.３月

※住民基本台帳法改正により、総人口を表記しています。人口（９月末人口）
40万

30万

20万

10万

総人口 世帯数男 女

枚 方 市396,954

190,066 206,888
184,831

20万

10万

総人口 世帯数男 女

寝屋川市227,957

109,987 117,970 112,171

10万

5万

総人口 世帯数男 女

交 野 市

77,448

37,250 40,198
33,736

2022年10月22日～ 2022年10月28日㈱野村呼文堂　TEL.072-843-0221
ビジネス書ランキングビジネス書ランキングRanking


